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公
益
に
有
害
の
鑛
業
を
停
止
せ
ざ
る
儀
に
付
質
問
書

　
　
　
　
（
明
治
三
十
年
二
月
廿
六
日
、
衆
議
院
提
出
）

一
、
栃
木
縣
上
都
賀
郡
足
尾
銅
山
鑛
毒
の
慘
酷
な
る
事
實
は
、
今
尚
其
被
害
地

　
な
る
栃
木
群
馬
茨
城
埼
玉
の
四
縣
下
人
民
よ
り
提
出
し
つ
ゝ
あ
る
鑛
業
停
止

　
請
願
に
依
り
又
群
馬
縣
々
會
も
鑛
業
停
止
す
べ
き
を
内
務
大
臣
に
建
議
を
爲

　
し
た
る
を
以
て
明
な
り
。
是
れ
一
國
の
大
問
題
に
し
て
一
日
た
り
と
も
等
閑

　
に
附
し
去
る
を
得
ず
。
然
る
に
多
年
政
府
の
之
を
等
閑
に
附
し
去
る
理
由
如

　
何
。

一
、
明
治
廿
四
年
十
二
月
十
八
日
本
員
等
は
國
務
大
臣
に
向
て
足
尾
銅
山
鑛
毒

　
被
害
に
關
す
る
當
局
者
の
職
責
怠
慢
を
質
問
せ
り
。
不
幸
に
し
て
第
二
議
會

　
解
散
に
會
ひ
、
其
答
辯
書
は
新
聞
紙
上
に
於
て
之
を
見
た
り
。
曰
く
其
被
害

　
の
原
因
に
付
て
未
だ
確
實
な
る
試
驗
の
成
績
に
基
け
る
定
論
あ
る
に
非
ず
。

　
曰
く
、
粉
鑛
採
聚
器
を
新
設
し
一
層
鑛
物
の
流
失
を
防
止
す
る
の
準
備
を
な

　
せ
り
と
。
然
る
に
爾
來
鑛
業
の
増
加
は
益
々
甚
し
く
、
被
害
の
區
域
愈
々
擴

　
大
せ
し
事
實
あ
る
は
如
何
。

一
、
明
治
廿
五
年
五
月
廿
三
日
、
本
員
等
は
如
此
前
後
撞
着
の
答
辯
に
對
し
更

　
に
第
二
囘
の
質
問
を
な
し
、
農
科
大
學
の
試
驗
成
績
を
以
て
國
務
大
臣
の
明

　
答
を
促
し
た
り
。
然
る
に
其
答
辯
に
は
、
鑛
業
の
害
た
る
は
試
驗
の
結
果
に

　
よ
り
て
之
を
認
め
た
り
と
自
白
し
な
が
ら
、
其
損
害
た
る
や
鑛
業
を
停
止
す

　
べ
き
程
度
に
は
非
ず
と
主
張
し
、
且
つ
鑛
業
人
に
於
て
は
現
に
粉
鑛
採
聚
器

　
設
置
の
準
備
を
爲
し
、
將
來
植
物
の
生
長
を
害
す
る
如
き
事
な
し
と
斷
言
し

　
な
が
ら
、
其
所
謂
粉
鑛
採
聚
器
を
設
置
し
た
る
六
週
年
後
の
今
日
、
鑛
業
の

　
被
害
益
々
増
加
す
る
を
默
視
す
る
の
理
由
如
何
。

一
、
同
年
六
月
十
三
日
、
本
員
等
は
右
の
答
辯
に
對
し
更
に
第
三
囘
の
質
問
を

　
な
せ
り
。
然
る
に
其
質
問
中
に
於
て
、
政
府
は
地
方
官
を
し
て
鑛
業
人
の
爲

　
に
仲
裁
せ
し
め
、
地
方
官
亦
粉
鑛
採
聚
器
据
付
の
一
事
を
以
て
巧
に
被
害
地

　
人
民
を
欺
瞞
し
、
人
民
提
出
の
請
願
書
を
遮
り
て
強
て
事
實
を
蔽
は
ん
と
す

　
る
等
立
憲
治
下
に
あ
る
ま
じ
き
所
行
を
專
に
し
、
而
も
中
央
政
府
は
何
等
の

　
答
辯
を
な
し
得
ざ
り
し
理
由
如
何
。

一
、
明
治
廿
六
年
十
二
月
第
五
議
會
解
散
に
次
で
、
翌
廿
七
年
第
六
議
會
又
解

　
散
せ
ら
れ
、
空
し
く
質
問
の
機
を
失
せ
り
。
時
偶
々
日
清
戰
爭
に
際
せ
る
を

　
以
て
、
擧
國
一
致
の
必
要
よ
り
、
本
員
等
又
政
府
に
對
す
る
質
問
は
暫
く
枉

　
げ
て
中
止
す
る
こ
と
ゝ
し
、
力
め
て
官
民
の
協
戮
を
圖
れ
り
。
然
る
に
廿
七

　
年
の
洪
水
に
て
鑛
毒
の
流
出
益
々
多
大
な
る
の
實
況
を
見
る
や
、
鑛
業
人
の

　
狼
狽
一
方
な
ら
ず
、
地
方
官
又
同
じ
く
前
項
の
盡
力
一
空
に
歸
せ
ん
こ
と
を

　
恐
れ
、
壯
丁
出
陣
の
不
在
を
窺
ひ
て
日
々
被
害
町
村
に
出
沒
し
、
老
夫
幼
童

　
を
威
嚇
し
て
、
自
己
隨
意
の
契
約
證
を
作
り
て
之
に
盲
印
を
押
さ
し
め
、
以

　
て
鑛
業
人
の
爲
に
謀
ら
ん
と
す
。
而
も
政
府
の
之
を
默
視
す
る
理
由
如
何
。

一
、
右
に
付
本
員
等
は
日
清
戰
爭
終
局
を
待
ち
、
明
治
廿
九
年
の
議
會
に
於
て

　
地
方
官
吏
の
惡
計
を
摘
發
し
更
に
第
四
囘
の
質
問
を
爲
せ
り
。
然
る
に
政
府

　
は
漫
然
と
し
て
之
が
答
辯
を
爲
さ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
今
尚
依
然
と
し
て
其

　
行
爲
を
改
め
ざ
る
の
理
由
如
何
。

一
、
前
項
の
如
く
に
し
て
、
明
治
廿
七
年
の
洪
水
以
降
年
々
増
加
す
る
鑛
毒
啻

　
に
渡
良
瀬
川
に
止
ら
ず
、
今
や
利
根
川
北
岸
に
迄
浸
漸
し
て
、
四
縣
下
十
郡

　
數
萬
町
歩
の
田
宅
將
に
擧
て
沙
漠
に
化
せ
ん
と
す
。
然
る
に
政
府
の
之
を
坐

　
視
す
る
理
由
如
何
。

一
、
足
尾
鑛
山
の
鑛
業
伸
擴
す
る
に
隨
ひ
、
渡
良
瀬
川
水
源
の
樹
木
を
濫
伐
す

　
る
こ
と
益
々
多
く
、
水
源
涵
養
の
道
今
や
爲
に
全
く
絶
え
、
之
に
因
て
土
砂
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流
出
河
身
壅
塞
舟
楫
往
來
の
便
亦
自
ら
缺
け
、
洪
水
の
氾
濫
十
年
前
に
數
倍

　
せ
り
。
而
も
政
府
の
之
を
默
視
す
る
理
由
如
何
。

一
、
土
地
建
物
鑛
業
に
侵
さ
れ
、
爲
に
譜
代
の
財
産
を
失
ひ
日
々
貧
窮
に
迫
れ

　
る
人
民
は
、
如
何
に
し
て
之
を
處
分
す
る
や
。

一
、
以
上
の
現
状
よ
り
沿
岸
被
害
人
民
は
衣
食
足
ら
ず
禮
節
修
ら
ず
。
政
府
は

　
何
を
以
て
國
民
の
義
務
を
守
ら
し
め
ん
と
す
る
か
。

一
、
本
員
等
は
鑛
毒
浸
漸
の
極
多
數
人
民
の
公
益
を
侵
害
す
る
こ
と
如
此
深
大

　
な
ら
ざ
る
に
先
ち
、
多
年
屡
々
政
府
に
向
て
忠
告
を
與
へ
た
り
。
然
る
に
當

　
局
者
は
種
々
の
遁
辭
を
以
て
一
時
を
瞞
過
せ
ん
と
し
、
姑
息
遷
延
以
て
今
日

　
に
至
り
、
其
慘
状
殆
ど
挽
囘
し
得
べ
か
ら
ざ
る
の
點
に
達
せ
し
め
た
り
。
政

　
府
は
如
何
に
し
て
被
害
人
民
の
生
命
財
産
權
利
を
囘
復
せ
ん
と
す
る
や
。

一
、
鑛
業
條
例
第
十
九
條
第
一
項
に
は
、
試
掘
若
く
は
採
掘
の
事
業
公
益
に
害

　
あ
る
時
は
、
試
掘
に
就
て
は
所
轄
鑛
山
監
督
署
長
、
採
掘
に
就
て
は
農
商
務

　
大
臣
、
既
に
與
へ
た
る
認
可
又
は
特
許
を
取
消
す
事
を
得
と
明
記
せ
る
に
拘

　
ら
ず
、
政
府
は
此
公
益
に
大
害
あ
る
鑛
業
を
停
止
す
る
事
を
爲
さ
ず
、
被
害

　
地
十
餘
萬
の
人
民
獨
り
帝
國
憲
法
の
庇
護
を
受
く
る
能
は
ざ
る
の
理
由
如
何
。

　右
議
院
法
第
四
十
八
條
に
依
り
質
問
す
、
國
務
大
臣
は
帝
國
憲
法
第
五
十
五
條

に
よ
り
責
任
を
以
て
明
確
な
る
答
辯
あ
ら
ん
こ
と
を
望
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
代
議
士
の
質
問
演
説

　
　
　
（
明
治
三
十
年
二
月
廿
六
日
、
衆
議
院
に
於
て
）

　
私
は
公
益
に
有
害
な
る
鑛
業
を
停
止
せ
ざ
る
儀
に
付
質
問
理
由
を
述
べ
ん
と

す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
本
日
は
重
要
な
る
問
題
も
澤
山
ご
ざ
い
ま
し
て
、
諸
君

に
お
き
ま
し
て
も
質
問
の
長
演
説
は
隨
分
御
迷
惑
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
が
、
此
質

問
は
地
方
に
於
き
ま
し
て
差
掛
つ
て
居
る
問
題
で
、
此
地
方
官
の
中
の
郡
吏
抔

と
云
ふ
者
が
人
民
を
虐
め
た
り
欺
い
た
り
惡
い
事
を
し
て
居
る
最
中
で
ご
ざ
い

ま
す
る
か
ら
、
一
日
も
早
く
之
を
公
に
致
し
ま
し
て
此
苦
痛
を
救
ふ
て
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
其
れ
か
ら
質
問
の
要
點
を
政
府
へ
知
ら
し
て
其
答
辯
を

請
求
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
少
々
の
間
御
聽
取
を
願
ひ
ま
す
。

　
此
質
問
は
、
栃
木
縣
下
足
尾
銅
山
と
云
ふ
所
の
鑛
毒
の
害
が
甚
し
い
の
で
先

年
來
度
々
請
願
書
を
農
商
務
大
臣
に
出
し
て
居
り
、
殊
に
昨
年
群
馬
の
縣
會
で

は
此
鑛
業
を
停
止
す
べ
し
と
云
ふ
決
議
を
内
務
大
臣
に
建
議
致
し
ま
し
た
位
。

又
た
渡
良
瀬
沿
岸
の
人
民
は
、
新
し
き
村
で
も
又
た
新
し
き
町
で
も
、
戸
長
の

調
印
を
致
し
ま
し
た
者
が
今
日
五
十
の
數
に
上
つ
て
居
り
、
尚
ほ
續
々
願
書
を

提
出
中
で
ご
ざ
い
ま
す
る
。
其
の
鑛
毒
の
區
域
は
群
馬
栃
木
埼
玉
茨
城
の
四
縣

に
渉
り
、
郡
の
數
が
十
二
に
渉
つ
て
居
り
ま
す
る
が
其
の
色
々
の
調
査
物
は
八

郡
だ
け
が
稍
々
出
來
て
居
り
ま
す
。
一
體
此
の
人
民
は
、
調
査
の
方
に
は
極
め

て
不
便
な
位
地
に
居
る
。
二
十
里
三
十
里
に
渉
る
間
の
調
査
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

郡
役
所
に
就
き
又
は
縣
廳
に
就
て
取
調
べ
る
其
間
の
仕
事
が
大
變
で
す
。
錢
の

無
い
人
民
が
之
を
取
調
べ
る
の
は
困
難
で
、
漸
く
八
郡
に
渉
る
所
の
調
査
が
稍

々
出
來
ま
し
た
か
ら
、
是
か
ら
此
調
を
御
披
露
に
及
び
ま
す
。

　
此
質
問
は
、
「
公
益
に
害
の
あ
る
鑛
業
で
あ
る
か
ら
、
此
鑛
業
を
停
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
銅
山
の
事
業
は

一
個
人
の
者
で
あ
れ
又
た
國
家
の
者
で
あ
れ
、
害
が
非
常
に
多
け
れ
ば
害
の
多

い
事
を
理
由
と
し
て
之
を
處
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
名
義
は
一
個
人
で

も
國
家
で
も
、
事
業
よ
り
害
の
方
が
多
け
れ
ば
據
な
く
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
　
　
此
質
問
を
本
員
が
始
め
た
の
は
明
治
廿
四
年
が
最
初
で
、
其
よ
り
四

度
の
質
問
に
及
び
、
度
々
の
忠
告
を
政
府
に
與
へ
て
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
囘
が
五
度
目
の
質
問
で
、
農
商
務
大
臣
は
時
々
是
に
答
辯
を
與
へ
ま
し
た
け
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れ
ど
も
、
其
答
辯
は
悉
く
嘘
を
吐
い
て
あ
る
の
で
、
彼
の
答
辯
に
は
責
任
を
持

た
ぬ
と
云
ふ
事
を
申
し
ま
す
が
、
責
任
を
持
た
ぬ
ど
こ
ろ
で
無
い
、
詐
り
の
答

辯
を
致
し
て
居
る
、
而
し
て
此
の
鑛
毒
の
害
と
云
ふ
も
の
を
非
常
に
大
き
く
し

て
了
つ
た
。
此
の
鑛
毒
の
事
に
就
て
は
、
議
會
は
政
府
を
信
ぜ
ず
、
人
民
は
政

府
を
怨
む
と
云
ふ
事
に
な
つ
て
居
る
。
是
で
は
國
家
と
云
ふ
も
の
ゝ
値
打
が
亡

く
な
つ
て
來
る
、
外
國
人
を
日
本
の
法
律
に
從
は
せ
る
こ
と
が
出
來
な
く
な
つ

て
來
る
。
從
は
せ
る
事
が
出
來
な
く
な
つ
て
來
る
の
で
は
無
い
、
法
律
の
保
護

を
與
へ
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
人
民
は
法
律
を
遵
奉
す
る
の
義
務
が
無

い
の
で
　
　
法
律
を
遵
奉
す
る
の
義
務
が
無
け
れ
ば
、
是
よ
り
如
何
な
る
事
を

仕
出
か
す
か
も
知
れ
な
い
。
斯
樣
な
場
合
で
、
一
日
も
早
く
諸
君
に
御
訴
へ
申

し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
質
問
の
順
序
を
申
ま
す
れ
ば
、
二
十
四
年
か
ら
の
道
行
は
十
八
個
條
　
　
鑛

毒
は
政
治
の
關
係
で
ご
ざ
り
ま
す
る
が
、
鑛
毒
其
物
の
事
を
細
か
に
御
話
申
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
其
説
明
は
分
れ
て
數
十
條
、
先
づ
束
ね
て
申
し
ま
す
る
。

勸
業
の
偏
頗
愛
憎
で
あ
る
と
云
ふ
事
。
鑛
毒
の
害
の
及
ぶ
有
樣
は
ど
の
位
で
あ

る
か
と
云
ふ
事
。
鑛
毒
と
山
林
の
關
係
、
深
山
の
老
樹
を
濫
伐
し
て
其
よ
り
生

ず
る
危
險
な
有
樣
。
鑛
毒
と
洪
水
の
關
係
、
山
よ
り
押
出
し
た
る
所
の
土
砂
等

の
爲
に
舟
楫
の
便
を
缺
く
事
。
鑛
毒
よ
り
生
ず
る
税
を
免
租
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
云
ふ
事
。
鑛
毒
被
害
の
費
目
。
鑛
毒
が
人
の
生
命
を
害
す
る
事
。
鑛
毒

が
家
の
内
に
流
れ
其
他
井
戸
を
汚
す
と
云
ふ
や
う
な
事
。
鑛
毒
が
良
民
の
權
利

を
奪
ふ
と
云
ふ
事
。
鑛
業
人
の
跋
扈
と
云
ふ
事
。
鑛
業
人
の
跋
扈
は
總
て
の
社

會
を
亂
し
て
他
の
工
業
の
發
達
を
も
妨
げ
る
と
云
ふ
事
。
此
慘
憺
た
る
有
樣
で

あ
り
な
が
ら
、
此
被
害
人
民
が
長
き
年
月
の
間
聲
を
立
て
る
こ
と
が
出
來
な
か

つ
た
と
云
ふ
事
。
其
か
ら
此
鑛
業
は
政
治
ま
で
も
紊
亂
せ
し
め
た
と
云
ふ
事
、

所
謂
政
治
の
本
は
當
局
者
た
る
農
商
務
省
で
あ
る
、
農
商
務
省
と
云
ふ
所
が
鑛

毒
の
爲
に
殆
ど
紊
亂
し
て
居
る
と
云
ふ
事
。
　
　
是
が
先
づ
御
話
を
申
上
げ
る

要
點
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
づ
勸
業
偏
頗
の
事
か
ら
申
し
ま
す
。
茲
に
事
業
を
起
す
者
が
あ
つ
て
之
を

政
府
に
請
願
す
る
。
許
可
を
す
る
に
は
宜
し
く
其
地
理
を
調
べ
る
、
或
は
人
智

の
程
度
を
見
る
、
是
は
當
り
前
の
事
。
若
し
東
京
の
眞
中
に
彈
藥
製
造
所
を
建

て
る
と
云
ふ
に
、
爆
發
を
防
ぐ
の
準
備
も
無
く
、
又
何
か
の
機
械
を
据
付
け
る

に
烟
筒
の
準
備
も
無
く
、
之
を
許
し
た
と
言
つ
た
ら
如
何
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。

關
東
の
地
理
を
調
べ
ず
、
足
尾
の
地
理
も
取
調
べ
ず
、
彼
所
に
採
掘
を
許
し
た

と
云
ふ
事
は
譯
の
分
ら
な
い
事
で
あ
る
。
足
尾
銅
山
の
地
理
も
調
べ
ず
に
採
掘

を
許
し
た
の
が
惡
い
ば
か
り
で
無
い
、
其
上
に
機
械
を
据
付
け
る
、
其
機
械
が

如
何
な
る
働
を
す
る
か
、
其
採
掘
が
ど
の
位
盛
大
に
な
る
も
の
か
、
此
割
合
を

取
調
べ
も
せ
ず
監
督
も
せ
ず
、
無
暗
に
之
を
許
し
て
關
東
の
地
を
荒
ら
す
。
　

　
元
來
關
東
は
水
平
な
所
、
地
が
平
か
で
、
毒
が
流
れ
て
來
れ
ば
恰
も
板
の
間

に
水
を
流
す
如
く
に
廣
が
る
。
斯
樣
な
こ
と
を
取
調
も
せ
ず
に
事
業
を
彼
の
山

に
許
す
と
云
ふ
は
、
根
本
に
於
て
間
違
つ
て
居
る
。
去
ら
ば
是
は
惡
意
で
し
た

も
の
か
と
云
ふ
に
、
是
は
不
注
意
と
學
問
が
無
い
か
ら
で
、
學
者
が
あ
つ
て
も

其
を
活
用
し
な
け
れ
ば
無
學
同
樣
で
あ
る
、
農
商
務
省
に
學
者
な
し
と
斯
う
な

つ
て
來
る
。
又
古
來
斧
斤
を
入
れ
な
い
所
の
深
山
を
一
萬
町
も
濫
伐
さ
せ
て
、

水
源
を
涸
す
こ
と
を
さ
せ
る
と
云
ふ
は
、
是
は
智
慧
が
無
い
の
で
は
な
い
惡
意

で
あ
る
。
山
林
濫
伐
を
す
れ
ば
ど
う
云
ふ
惡
い
事
が
出
來
て
來
る
、
と
云
ふ
こ

と
は
分
か
つ
て
居
る
。
是
は
不
注
意
で
な
く
し
て
惡
意
で
あ
る
。
ま
た
足
尾
銅

山
が
ど
う
云
ふ
働
を
し
て
居
る
か
其
の
働
も
見
な
い
で
、
足
尾
銅
山
は
年
に
二

百
萬
圓
以
上
の
仕
事
を
や
る
か
ら
し
て
、
是
は
國
の
財
源
で
大
切
な
山
で
あ
る
、

東
洋
一
で
あ
る
と
云
ふ
樣
な
こ
と
を
言
ふ
て
居
る
が
、
其
鑛
業
に
依
て
生
ず
る

害
は
、
一
方
に
は
山
林
を
濫
伐
し
、
一
方
に
は
三
萬
三
千
町
歩
以
上
の
田
地
を
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毒
害
し
、
十
萬
の
人
間
に
毒
水
を
飮
ま
せ
毒
食
を
さ
せ
る
と
云
ふ
こ
と
を
し
て

置
い
て
、
國
の
本
當
の
財
源
と
云
ふ
も
の
が
人
民
の
方
に
在
る
事
に
氣
が
付
か

な
い
。
此
の
國
の
財
源
を
粗
末
に
し
て
、
一
方
の
鑛
業
が
如
何
な
る
惡
事
を
す

る
か
と
云
ふ
こ
と
を
問
は
ず
し
て
、
唯
だ
鑛
山
が
國
の
財
源
で
あ
る
抔
と
言
ふ
。

一
と
通
り
の
頭
で
そ
ん
な
議
論
が
出
る
も
の
で
無
い
、
當
り
前
の
腦
髓
を
持
つ

て
居
る
官
吏
な
ら
ば
斯
樣
な
馬
鹿
な
こ
と
を
言
ふ
も
の
で
無
い
。
是
に
は
事
情

が
あ
る
。
　
　
喋
々
せ
ぬ
で
も
御
察
し
の
事
で
あ
る
と
思
ふ
。
斯
樣
な
譯
で
、

今
日
ま
で
農
商
務
省
の
取
扱
と
云
ふ
も
の
は
、
知
ら
な
い
の
か
、
學
問
が
無
い

の
か
、
惡
い
事
を
す
る
の
か
、
實
に
言
語
に
絶
え
た
次
第
で
ご
ざ
り
ま
す
る
。

北
海
道
の
開
墾
地
は
何
年
の
星
霜
を
經
て
ど
れ
だ
け
の
田
地
が
出
來
ま
し
た
か
。

明
治
四
年
か
ら
始
め
て
漸
く
九
萬
町
が
聊
か
缺
け
て
居
る
。
其
内
納
税
地
が
七

萬
町
ば
か
り
あ
る
が
租
税
と
云
ふ
は
名
ば
か
り
で
あ
る
、
何
に
せ
よ
收
穫
が
あ

り
や
し
な
い
、
是
に
費
す
所
の
金
は
數
千
萬
圓
、
北
海
道
に
斯
の
如
く
金
を
入

れ
る
か
と
思
へ
ば
、
關
東
で
一
番
良
い
地
面
一
段
百
五
十
圓
二
百
圓
と
云
ふ
地

面
を
ど
ん
〳
〵
潰
す
こ
と
は
一
向
知
ら
ぬ
顏
し
て
居
る
。
物
の
偏
頗
と
云
ふ
も

の
は
、
斯
の
如
き
結
果
に
な
る
。

　
是
よ
り
鑛
毒
の
恐
る
べ
き
大
害
で
あ
る
と
云
ふ
御
話
を
少
こ
し
致
し
ま
す
。

　
　
先
づ
鑛
毒
で
植
物
が
枯
れ
る
。
魚
が
取
れ
ぬ
。
人
の
生
命
が
縮
ま
る
。
斯

樣
な
譯
で
、
銅
山
に
毒
が
あ
れ
ば
動
植
物
に
害
を
與
へ
る
と
云
ふ
こ
と
は
古
來

學
者
の
定
論
で
、
農
商
務
の
官
吏
が
皆
正
直
で
さ
へ
あ
れ
ば
其
れ
で
宜
し
い
の

で
あ
る
。
學
者
の
定
論
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
妙
な
考
か
ら
し
て
分
ら
な
く
し

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
先
づ
近
き
例
を
申
せ
ば
、
明
治
廿
五
年
農
科
大
學
の
試

驗
の
成
績
は
ど
う
で
あ
る
。
前
年
栃
木
縣
農
事
試
驗
所
に
於
て
致
し
た
所
の
試

驗
、
又
明
治
廿
二
年
と
廿
九
年
の
兩
度
に
於
て
醫
科
大
學
の
三
宅
秀
と
云
ふ
人

が
、
鑛
毒
が
衞
生
に
害
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
を
二
囘
栃
木
縣
へ
來
て
演
説
さ
れ

た
。
其
他
色
々
の
調
に
よ
り
、
銅
山
の
毒
が
何
に
障
る
か
と
云
ふ
位
の
事
は
分

り
切
つ
て
居
る
の
に
、
農
商
務
省
が
分
か
ら
ぬ
と
云
ふ
は
不
思
議
千
萬
で
あ
る
。

銅
山
製
鑛
所
の
烟
害
と
云
ふ
も
の
が
山
林
を
枯
し
て
山
を
禿
に
す
る
ば
か
り
で

無
い
、
此
の
烟
突
か
ら
出
る
烟
が
風
に
從
つ
て
或
は
東
或
は
西
、
數
里
の
間
山

に
登
つ
て
、
目
に
見
へ
る
だ
け
皆
な
禿
山
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
木
ば
か
り
で

は
無
い
、
竹
草
苔
と
云
ふ
も
の
ま
で
も
綺
麗
に
之
を
枯
し
て
し
ま
ふ
。
烟
の
中

に
一
種
の
灰
が
混
つ
て
居
る
。
此
灰
が
觸
れ
る
と
忽
ち
葉
が
枯
れ
る
と
申
し
ま

す
る
。
是
は
化
學
者
の
領
分
で
、
私
は
細
か
い
御
話
を
し
ま
せ
ぬ
が
、
何
に
し

ろ
木
が
枯
れ
る
。
日
本
開
始
以
來
斧
斤
を
入
れ
な
い
山
と
云
ふ
も
の
は
、
木
の

根
で
網
の
如
く
絡
ん
で
居
て
、
落
ち
よ
う
と
す
る
土
砂
を
木
の
根
で
固
く
抑
へ

て
居
り
、
崩
れ
か
ゝ
る
巖
石
を
木
の
根
で
固
く
支
へ
て
居
る
。
是
を
伐
つ
て
し

ま
つ
た
か
ら
山
の
土
石
が
崩
れ
る
。
今
四
五
年
經
つ
て
此
根
が
腐
つ
て
し
ま
へ

ば
、
必
ず
山
が
大
崩
れ
に
崩
れ
て
如
何
な
る
災
害
が
來
る
か
わ
か
ら
ぬ
。
昨
年

の
洪
水
は
未
だ
此
點
に
ま
で
達
し
た
の
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
斯
樣
な
こ
と
も

前
に
分
つ
て
居
る
。
今
日
の
所
は
、
唯
今
水
源
が
乾
燥
し
て
多
少
の
土
砂
が
流

れ
出
る
、
製
鑛
所
か
ら
も
砂
を
流
す
、
山
か
ら
も
砂
が
流
れ
て
來
る
の
で
川
が

埋
つ
た
。
川
の
埋
り
方
も
、
他
の
利
根
川
や
鬼
怒
川
北
上
川
と
云
ふ
川
の
埋
り

方
と
違
つ
て
、
故
ら
に
土
砂
を
流
す
仕
懸
に
な
つ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
川
底
が

他
の
川
々
よ
り
も
急
に
高
く
な
る
。
今
日
の
所
、
後
來
恐
れ
ま
す
の
は
、
此
山

の
崩
れ
る
と
云
ふ
こ
と
が
一
度
は
あ
る
と
云
ふ
こ
と
を
明
言
し
て
置
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
　
　
ま
る
で
取
締
ら
ぬ
で
は
無
い
、
伐
つ
た
跡
に
木
を
植
へ

ろ
と
云
ふ
命
令
を
下
し
て
あ
る
。
七
千
町
の
木
を
伐
つ
た
時
に
命
令
を
下
し
て
、

今
日
い
く
ら
植
へ
て
あ
る
か
と
云
ふ
と
、
五
十
三
町
し
か
植
へ
て
な
い
。
た
と

ひ
殘
ら
ず
植
へ
ま
し
て
も
、
其
木
が
大
き
く
な
つ
て
山
が
崩
れ
な
い
や
う
に
な

る
に
は
、
百
年
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
樣
に
鑛
業
人
が
先
づ
其
責
任
を
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盡
く
さ
な
い
。
其
故
に
去
七
月
中
の
こ
と
、
是
は
御
話
が
枝
に
渉
り
ま
す
け
れ

共
、
群
馬
栃
木
兩
縣
の
縣
會
議
員
で
氣
の
付
く
も
の
が
寄
合
し
て
、
渡
良
瀬
川

は
前
途
非
常
な
災
害
が
あ
る
か
ら
、
堤
防
を
新
築
す
る
か
増
築
す
る
か
或
は
延

長
す
る
か
如
何
に
か
工
夫
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
如
何
な
る
災
害
に
遇
ふ
や
も
知

れ
ぬ
と
云
ふ
て
評
議
し
て
居
り
ま
す
と
、
超
へ
て
九
月
八
日
の
大
水
、
是
が
非

常
の
事
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
今
日
山
崩
を
防
ぐ
計
畫
を
す
れ
ば
、
ま
だ
是

丈
は
幾
ら
か
防
げ
る
か
と
思
ふ
の
で
ご
さ
い
ま
す
。

　
斯
樣
な
譯
で
、
此
鑛
毒
と
洪
水
の
事
を
少
々
申
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。

洪
水
の
事
は
各
府
縣
に
於
て
も
災
害
を
受
け
て
居
る
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
喋
々

申
し
ま
せ
ぬ
。
唯
だ
群
馬
栃
木
埼
玉
茨
城
の
洪
水
は
、
毒
が
這
入
つ
て
居
る
と

云
ふ
だ
け
が
違
つ
て
居
る
。
越
後
岡
山
其
他
各
地
洪
水
の
御
話
も
隨
分
慘
憺
た

る
有
樣
で
あ
り
ま
す
が
、
此
方
の
に
は
毒
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
諸

君
の
御
賢
察
を
願
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
で
此
堤
防
に
生
へ
る
所
の

竹
が
枯
れ
て
し
ま
う
。
是
れ
が
（
演
壇
上
に
竹
を
示
し
つ
ゝ
）
堤
防
の
竹
で
ご

ざ
い
ま
す
。
是
は
當
年
の
竹
が
死
ん
で
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
鑛
毒
の
爲
に
根

が
枯
れ
る
、
此
根
が
皆
な
長
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
皆
な
枯
れ
て
是

だ
け
し
か
根
が
あ
り
ま
せ
ぬ
。
　
　
此
の
堤
防
の
こ
と
に
つ
き
當
節
土
木
局
の

役
入
抔
の
話
に
よ
り
ま
す
る
と
、
一
體
堤
防
に
竹
の
あ
る
の
は
よ
く
な
い
、
綺

麗
に
刈
拂
は
ぬ
と
、
洪
水
の
時
に
蟻
の
穴
鼠
の
穴
か
ら
堤
防
の
崩
れ
る
の
が
分

ら
ぬ
、
殊
に
手
を
掛
け
な
い
で
鑛
毒
の
爲
に
枯
れ
て
呉
れ
ゝ
ば
便
利
だ
な
ど
ゝ

云
ふ
辯
護
説
も
あ
る
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
從
來
竹
を
以
て
護
岸
と
し
或
は
草

を
以
て
護
岸
と
し
柳
を
以
て
護
岸
と
す
る
徳
川
時
代
の
堤
防
は
、
皆
な
地
勢
に

則
り
川
の
流
を
十
年
も
二
十
年
も
實
驗
し
て
築
い
た
堤
防
で
あ
る
。
今
の
堤
防

學
者
の
樣
に
外
國
で
學
ん
で
來
て
、
川
の
地
理
な
ど
に
は
構
は
な
い
と
云
ふ
の

と
は
違
つ
て
居
る
。
竹
で
防
げ
る
所
は
竹
で
、
草
で
防
げ
る
所
は
草
で
す
る
と

云
ふ
の
が
徳
川
時
代
の
堤
防
築
造
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
古
い
堤
防
は
竹
が
必
要

な
場
所
が
あ
る
。
其
竹
を
枯
し
て
し
ま
へ
ば
善
く
な
る
と
云
ふ
筈
は
無
い
。
是

が
爲
に
堤
防
が
切
れ
て
澤
山
の
害
を
受
け
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
是
は
御
訴
へ
申

し
て
宜
か
ら
う
と
思
ふ
。
そ
れ
で
堤
防
の
竹
が
斯
の
如
く
枯
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
洪
水
の
あ
る
地
方
か
ら
御
出
に
な
つ
た
諸
君
は
能
く
御
承
知
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
堤
防
に
は
幅
が
極
ま
つ
て
居
る
、
高
さ
も
極
つ
て
居
る
。
然
る
に
此
渡

良
瀬
川
は
明
治
政
府
が
出
來
て
、
明
治
廿
二
年
以
來
川
床
が
非
常
に
高
く
な
つ

た
こ
と
は
是
は
ち
や
ん
と
分
か
つ
て
居
る
。
或
は
六
尺
高
く
な
つ
て
居
る
か
と

思
は
れ
る
、
堤
防
を
六
尺
高
く
し
な
け
れ
ば
水
が
溢
れ
る
と
云
ふ
こ
と
も
極
つ

て
居
る
。
然
る
に
此
の
山
か
ら
押
し
出
し
て
來
る
所
の
水
が
、
乾
燥
し
て
居
る

川
へ
一
時
に
ド
ツ
と
や
つ
て
參
り
ま
す
か
ら
、
敢
て
大
水
で
な
く
と
も
水
は
一

時
に
來
る
。
同
じ
水
で
も
一
時
に
參
り
ま
す
か
ら
多
く
な
る
。
川
の
下
流
の
方

で
は
未
だ
洪
水
と
云
ふ
こ
と
を
知
ら
ぬ
内
に
、
上
手
の
方
の
堤
防
が
切
れ
る
。

此
の
水
の
水
脚
も
非
常
に
早
く
な
つ
た
。
此
に
付
て
は
内
務
省
に
も
調
べ
た
統

計
が
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
元
と
十
時
間
で
來
た
の
が
三
時
間
で
來
る
、
二
十
時
間

の
が
七
時
間
か
八
時
間
で
達
し
ま
す
か
ら
、
水
防
の
準
備
も
無
い
中
に
や
つ
て

來
る
。
是
が
爲
め
殆
ど
堤
防
が
水
に
堪
へ
な
く
な
る
、
疲
れ
て
堪
へ
な
い
か
と

云
ふ
と
然
う
で
は
無
い
、
一
時
に
來
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
コ
ツ
プ
の
水
を

飮
む
如
く
、
徐
々
に
飮
め
ば
幾
ら
で
も
飮
め
る
が
一
時
に
飮
め
ば
咽
せ
る
如
く
、

堤
防
を
壞
は
す
こ
と
は
決
ま
つ
て
居
る
。
栃
木
縣
だ
け
の
統
計
を
見
ま
し
て
も

驚
く
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
栃
木
縣
は
八
郡
で
、
其
の
水
害
を
受
け
た
所
が
一
萬

九
千
町
歩
、
し
か
も
渡
良
瀬
川
沿
岸
三
郡
で
其
一
萬
九
千
町
歩
の
内
一
萬
三
千

町
背
負
込
ん
で
居
る
。
水
害
を
受
け
た
其
内
に
、
堤
防
が
切
れ
た
ば
か
り
で
六

千
十
九
町
と
云
ふ
も
の
が
荒
地
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
此
の
荒
地
と
云
ふ
も
の

も
、
尋
常
の
荒
地
で
あ
れ
ば
五
ヶ
年
十
ヶ
年
の
鍬
下
年
限
で
起
返
り
ま
す
け
れ

7



ど
も
、
毒
が
混
つ
て
居
る
か
ら
如
何
と
も
致
方
が
無
い
。
此
土
を
悉
く
取
片
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
毒
土
の
厚
さ
が
五
寸
の
處
も
あ
れ
ば
一
丈
に
及
ぶ
處

も
あ
る
、
此
土
を
取
片
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
取
片
付
け
る
に
は
如
何
致
す
。

土
の
や
り
場
も
何
も
あ
り
ま
せ
ぬ
か
ら
、
畑
な
り
田
な
り
の
片
隅
に
土
山
を
築

い
て
、
跡
を
耕
地
に
す
る
の
で
す
か
ら
、
某
困
難
は
一
と
通
で
無
い
。
鑛
毒
が

這
入
れ
ば
其
田
地
は
死
滅
し
た
も
の
で
、
其
土
を
掘
出
し
片
隅
に
山
を
築
き
、

一
方
を
畑
に
致
す
　
　
新
に
買
入
れ
る
よ
り
も
高
く
な
る
と
云
ふ
計
算
で
、
經

濟
上
か
ら
言
へ
ば
丸
で
問
題
に
な
ら
ぬ
。

　
次
は
鑛
毒
の
爲
に
年
貢
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
栃
木
群
馬

茨
城
埼
玉
諸
縣
鑛
毒
地
の
年
貢
を
下
げ
又
た
免
租
も
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
一
體
水
害
地
方
と
云
ふ
も
の
は
、
常
に
水
害
を
被
ぶ
る
か
ら
し
て
地
價

は
安
く
出
來
て
居
る
。
其
れ
故
尋
常
の
水
害
な
ら
ば
地
價
を
下
げ
る
に
及
ば
な

い
が
、
毒
と
云
ふ
も
の
が
這
入
り
ま
す
れ
ば
地
價
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
外
の
荒
地
な
れ
ば
五
年
十
年
で
起
返
り
ま
す
け
れ
ど
、

毒
の
這
入
つ
た
砂
の
や
り
場
が
無
い
か
ら
、
若
し
堤
防
を
築
き
鑛
業
を
停
止
し

ま
し
て
も
、
此
田
地
は
最
早
死
ん
だ
も
の
で
、
是
は
開
墾
の
名
義
に
し
ま
し
た

な
れ
ば
又
幾
ら
か
田
地
に
な
る
か
と
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
最
早

今
日
ま
で
に
沙
漠
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
地
面
が
千
六
百
町
も
あ
る
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
三
萬
町
以
上
の
中
で
捨
て
ゝ
置
け
ば
皆
な
然
う
な
つ
て
し
ま
ふ
。
俄
に

な
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
、
ま
だ
五
年
と
六
年
と
間
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
今

日
其
を
差
止
め
な
け
れ
ば
矢
張
皆
惡
る
く
な
つ
て
し
ま
ふ
。
此
の
免
租
減
租
を

致
し
ま
す
る
に
就
て
は
、
租
税
の
こ
と
に
心
配
を
す
る
當
局
者
も
ご
ざ
い
ま
せ

う
か
ら
參
考
に
申
し
て
置
き
ま
す
が
、
一
體
此
の
渡
良
瀬
川
沿
岸
と
云
ふ
も
の

は
地
味
が
肥
え
て
居
て
地
價
が
安
い
　
　
水
害
地
だ
か
ら
。
灌
漑
用
水
の
方
は

地
價
金
が
高
い
。
其
れ
で
賣
買
値
段
を
申
し
ま
す
る
と
灌
漑
用
水
の
方
は
賣
買

が
安
い
。
此
の
水
害
地
の
方
の
堤
外
地
と
申
し
て
此
の
土
手
の
外
に
あ
る
地
面

は
、
元
と
二
百
圓
の
取
引
で
あ
つ
た
も
の
が
、
其
れ
が
一
圓
二
圓
で
も
賣
買
が

無
い
や
う
に
な
つ
て
居
る
。
元
來
川
の
沿
岸
は
浸
水
を
受
け
る
と
同
時
に
、
深

山
の
木
の
葉
が
落
ち
ま
し
て
、
此
葉
が
腐
れ
て
洪
水
の
時
に
流
出
し
て
田
地
に

注
ぎ
肥
料
と
な
る
か
ら
、
洪
水
が
出
ま
す
る
と
同
時
に
田
地
が
良
く
な
り
、
又

た
冬
先
に
至
て
は
麥
作
も
能
く
出
來
た
。
所
が
今
日
肥
料
と
云
ふ
も
の
が
來
な

く
な
つ
て
、
是
に
代
る
に
毒
が
來
る
と
云
ふ
話
に
な
つ
た
か
ら
、
二
百
圓
の
地

面
が
一
圓
二
圓
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

　
此
鑛
毒
の
害
を
受
け
る
田
地
の
種
類
が
三
ツ
あ
る
。
第
一
は
用
水
地
で
あ
る
。

第
二
は
逆
流
水
と
申
し
て
、
洪
水
の
時
に
込
み
上
げ
て
來
る
逆
流
水
が
、
堤
防

の
裏
に
廻
つ
て
此
の
堤
内
の
田
畑
を
害
す
、
逆
流
水
を
受
け
る
處
が
十
三
口
あ

り
ま
す
、
渡
良
瀬
沿
岸
三
郡
の
中
に
十
三
口
あ
り
ま
す
。
斯
う
云
ふ
風
に
枝
川

は
十
三
口
あ
つ
て
、
水
が
逆
さ
に
な
つ
て
來
る
か
ら
堤
防
の
中
に
水
が
這
入
る
、

是
が
一
種
で
あ
り
ま
す
。
第
三
は
水
が
堤
防
を
破
つ
て
新
規
に
荒
地
を
拵
へ
る

の
で
あ
り
ま
す
。
之
を
要
す
る
に
、
前
に
は
肥
料
が
來
た
も
の
が
、
今
日
は
肥

料
に
代
つ
て
毒
が
來
る
。
そ
れ
で
今
一
言
荒
地
の
こ
と
に
就
て
申
上
げ
て
置
き

た
い
の
は
、
尋
常
の
荒
地
で
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
是
は
天
災
で
あ
り
ま
す
か
ら
據

な
い
、
所
有
主
の
損
と
國
家
の
損
で
終
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
其
に
加
ふ

る
に
人
爲
の
害
即
ち
鑛
毒
と
云
ふ
も
の
を
押
流
し
ま
し
た
の
は
、
先
づ
賠
償
金

を
取
る
權
利
が
あ
る
と
同
時
に
、
前
申
し
ま
す
る
通
り
五
年
十
年
を
以
て
起
返

へ
る
べ
き
も
の
で
無
い
と
云
ふ
こ
と
を
ば
、
呉
々
も
諸
君
に
訴
へ
て
置
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
一
體
租
税
を
司
る
者
は
早
く
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
大
藏
省
あ
た
り
で
も
何
故
之
を
早
く
當
局
の
大
臣
に

迫
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、
自
分
の
本
領
を
守
つ
て
何
故
農
商
務
大
臣
に

掛
合
は
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
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被
害
の
種
類
を
御
話
申
し
ま
す
る
こ
と
は
長
く
な
つ
て
出
來
ま
せ
ぬ
か
ら
、

其
項
目
を
朗
讀
し
て
演
説
に
代
へ
ま
す
。
其
項
目
は
五
十
四
箇
條
あ
る
。
　
　

個
人
被
害
は
、

　
田
畑
荒
廢
に
因
れ
る
不
動
産
の
滅
失
。
土
質
變
惡
に
因
れ
る
地
價
の
低
落
。

　
地
價
低
下
に
因
れ
る
賣
買
實
價
の
下
落
。
土
質
變
惡
に
因
れ
る
肥
料
増
加
。

　
田
畑
荒
廢
及
び
土
質
の
變
惡
に
因
れ
る
收
穫
の
減
失
。
藁
稈
の
浸
害
に
因
れ

　
る
飼
料
及
び
肥
料
の
減
失
。
苅
草
の
浸
害
に
因
れ
る
家
畜
飼
料
及
び
肥
料
の

　
減
失
。
積
肥
の
浸
害
に
因
れ
る
土
壤
培
養
力
の
減
失
。
毒
水
の
浸
害
に
因
れ

　
る
家
宅
倉
庫
の
減
失
。
家
宅
倉
庫
の
浸
害
に
因
れ
る
什
器
家
具
の
減
失
。
家

　
宅
倉
庫
の
浸
害
に
因
れ
る
穀
菜
其
他
飮
食
物
の
減
失
。
家
宅
倉
庫
の
浸
害
に

　
因
れ
る
家
畜
家
禽
の
斃
亡
。
毒
泥
浸
入
に
因
れ
る
床
下
土
砂
の
入
替
費
増
加
。

　
土
中
浸
毒
に
因
れ
る
水
脈
の
閉
塞
及
び
井
水
新
鑿
費
増
加
。
原
野
浸
毒
に
因

　
れ
る
茅
葭
の
枯
涸
及
び
草
屋
葺
料
買
入
費
増
加
。
河
川
沼
地
の
浸
毒
に
因
れ

　
る
漁
業
の
廢
絶
。
穀
菜
そ
の
他
飮
食
物
の
減
失
に
因
れ
る
榮
養
補
足
費
の
増

　
加
。
漁
業
廢
絶
に
因
れ
る
榮
養
補
足
費
の
増
加
。
財
産
減
失
に
因
れ
る
衣
食

　
住
の
缺
乏
。
貧
困
窮
迫
に
因
れ
る
身
體
榮
養
の
不
足
。
貧
困
窮
迫
に
因
れ
る

　
浸
害
物
喫
食
の
害
。
井
水
浸
毒
に
因
れ
る
飮
料
の
汚
害
。
薪
炭
浸
毒
に
因
る

　
焚
火
の
烟
害
。
毒
水
蒸
發
に
因
れ
る
大
氣
呼
吸
の
害
。
土
質
變
惡
に
因
れ
る

　
筋
骨
過
勞
の
害
。
土
地
の
荒
廢
に
因
れ
る
所
有
權
の
消
滅
。
財
産
滅
失
に
因

　
れ
る
選
擧
權
の
消
滅
。

又
た
地
方
の
被
害
を
擧
れ
ば
、

　
土
地
荒
廢
に
因
れ
る
共
有
地
の
減
失
。
毒
水
浸
入
に
因
れ
る
共
有
家
屋
建
物

　
の
減
失
。
毒
水
浸
入
に
因
れ
る
共
有
井
水
浚
渫
費
の
増
加
。
地
價
低
落
に
因

　
れ
る
税
源
の
減
失
。
土
地
賣
買
實
價
下
落
に
因
る
富
力
の
減
失
。
鑛
毒
浸
入

　
に
因
れ
る
堤
防
の
竹
木
草
苔
の
枯
涸
。
竹
木
草
苔
の
枯
涸
に
因
れ
る
堤
防
の

　
決
潰
。
堤
防
決
潰
等
に
因
れ
る
道
路
及
び
橋
梁
の
損
失
。
銅
山
薪
炭
の
増
加

　
に
因
れ
る
水
源
山
林
の
濫
伐
。
山
林
濫
伐
に
因
れ
る
土
砂
流
失
河
底
埋
塞
。

　
河
底
埋
塞
に
因
れ
る
舟
楫
往
來
の
減
失
。
鑛
毒
浸
入
に
因
れ
る
用
水
路
の
損

　
失
。
堤
防
決
潰
に
因
れ
る
治
水
費
の
増
加
。
道
路
橋
梁
の
損
失
に
因
れ
る
土

　
木
費
の
増
加
。
失
産
貧
窮
に
因
れ
る
救
恤
費
の
増
加
。
貧
窮
流
離
に
因
る
戸

　
數
及
人
口
の
減
失
。
戸
數
及
人
口
の
減
失
に
因
れ
る
自
治
權
の
縮
少
。

又
た
國
家
の
被
害
を
擧
ぐ
れ
ば
、

　
土
地
荒
廢
に
因
れ
る
面
積
の
減
失
。
土
地
荒
廢
に
因
れ
る
國
有
地
の
減
失
。

　
毒
水
浸
入
に
因
れ
る
國
有
家
屋
建
物
の
減
失
。
税
源
減
少
に
因
れ
る
國
庫
收

　
入
の
減
少
。
地
方
財
力
の
減
失
に
因
れ
る
國
力
の
減
少
。
地
方
負
擔
過
重
に

　
因
れ
る
國
庫
補
助
の
増
加
。
健
康
被
害
に
因
れ
る
兵
丁
合
格
者
の
減
失
。
貧

　
困
窮
迫
に
因
れ
る
國
民
教
育
の
不
振
。
貧
困
窮
迫
に
因
れ
る
犯
罪
者
の
増
加
。

　
道
路
橋
梁
の
損
失
に
因
れ
る
郵
便
電
信
の
不
通
。

　
是
は
御
退
屈
に
な
り
ま
す
か
ら
、
速
記
の
方
へ
頼
ん
で
書
い
て
貰
ふ
こ
と
に

し
て
、
ま
だ
半
分
も
讀
み
ま
せ
ぬ
が
是
で
留
め
や
う
と
思
ひ
ま
す
。
斯
樣
な
も

の
が
五
十
條
以
上
も
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
詰
る
所
は
此
の
人
民
が
貧
困
に
陷
り

　
　
人
民
が
貧
困
に
陷
る
の
は
急
激
に
來
る
、
急
激
に
來
て
急
に
財
産
を
失
ひ
、

急
に
貧
乏
に
な
り
、
急
に
衣
食
住
を
缺
き
、
急
に
榮
養
力
を
減
ず
る
。
就
中
衞

生
上
の
害
は
大
き
く
、
農
民
が
馬
を
飼
つ
て
も
馬
に
喰
は
せ
る
藁
が
無
い
。
洪

水
が
出
ま
し
た
跡
の
草
を
刈
つ
て
も
、
其
草
を
馬
に
喰
は
せ
る
こ
と
が
出
來
な

い
。
是
は
も
う
論
外
で
、
其
か
ら
來
る
衞
生
上
の
害
は
察
す
る
に
餘
あ
る
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
る
。
毒
に
基
づ
く
榮
養
力
の
減
退
を
考
へ
ま
す
る
に
、
明
治
十

四
年
栃
木
縣
の
統
計
に
據
れ
ば
、
魚
を
捕
る
も
の
が
二
千
七
百
七
十
三
人
ご
ざ

い
ま
し
た
の
が
、
明
治
廿
一
年
に
は
七
百
八
十
七
人
に
減
じ
た
位
で
ご
ざ
い
ま

す
。
又
た
野
菜
の
方
を
見
ま
し
て
も
、
足
利
郡
羽
田
の
庭
田
と
云
ふ
人
は
本
家
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新
宅
の
家
の
周
り
に
十
五
町
餘
の
田
地
を
持
つ
て
居
て
、
其
の
十
五
町
餘
の
耕

地
に
菜
一
つ
作
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
今
日
此
處
で
私
が
申
上
げ
て
も
其
眞
相

を
描
き
出
す
こ
と
が
出
來
な
い
。
十
五
町
餘
も
宅
地
に
附
い
た
地
面
が
あ
り
な

が
ら
菜
一
つ
作
る
こ
と
が
出
來
な
い
、
其
で
も
作
つ
て
見
た
い
か
ら
、
二
尺
も

三
尺
も
土
を
脇
へ
や
つ
て
中
へ
菜
を
蒔
い
て
見
る
　
　
風
が
吹
く
と
其
中
へ
砂

が
落
ち
る
か
ら
菜
が
枯
れ
る
、
雨
が
降
つ
て
も
枯
れ
る
。
魚
も
然
う
で
ご
ざ
い

ま
す
。
魚
は
一
尾
も
居
な
い
　
　
一
尾
も
居
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
無
い
、
居
る

時
も
あ
る
。
居
る
時
は
い
つ
も
秋
で
あ
る
。
秋
長
く
天
氣
が
續
く
と
毒
が
河
底

へ
沈
澱
す
る
か
ら
ソ
ロ
〳
〵
魚
が
や
つ
て
來
る
。
之
は
僅
か
な
雨
の
爲
め
に
死

ぬ
、
何
故
に
僅
な
雨
の
爲
に
川
の
魚
が
死
ぬ
る
か
と
云
ふ
と
、
其
れ
は
洪
水
の

時
堤
防
に
毒
が
た
ん
と
付
い
て
居
る
、
草
や
木
に
毒
が
一
杯
つ
い
て
居
る
、
是

れ
が
少
し
で
も
雨
が
降
り
ま
す
る
と
地
を
洗
つ
て
毒
を
落
し
、
堤
防
の
毒
を
洗

つ
た
水
が
少
し
で
も
流
れ
こ
む
と
魚
が
死
ぬ
、
是
は
洪
水
で
な
く
と
も
然
う
云

ふ
有
樣
で
ご
ざ
い
ま
す
る
。
其
故
に
今
日
で
も
野
菜
が
生
へ
な
い
。
其
れ
で
も

百
姓
と
云
ふ
も
の
は
、
綺
麗
な
地
面
で
あ
る
か
ら
菜
を
蒔
い
た
ら
生
へ
る
だ
ろ

う
、
芋
を
植
へ
た
ら
出
來
る
だ
ろ
う
と
迷
つ
て
居
る
。
魚
も
捕
れ
な
い
こ
と
は

無
い
、
時
と
し
て
は
來
る
か
ら
と
言
ふ
て
、
魚
を
捕
る
道
具
を
持
つ
て
居
る
も

の
も
あ
る
。

　
食
物
を
喫
べ
る
時
毒
を
食
べ
る
と
云
ふ
に
至
て
は
情
な
い
話
で
あ
る
。
洪
水

が
出
ま
す
と
水
と
共
に
田
畑
へ
鑛
毒
が
這
入
り
ま
し
て
、
高
い
所
に
は
這
入
ら

な
い
處
も
あ
り
ま
し
て
、
鑛
毒
の
無
い
水
と
鑛
毒
の
あ
る
水
と
あ
る
。
籾
は
鑛

毒
の
水
を
被
つ
た
の
も
腐
れ
、
鑛
毒
の
な
い
水
を
被
つ
た
の
も
腐
れ
、
ど
ち
ら

も
其
籾
の
皮
を
剥
ぐ
と
黒
い
玄
米
が
出
來
て
、
是
を
小
米
と
稱
へ
る
。
此
の
小

米
を
白
米
に
し
よ
う
と
思
ふ
と
、
粉
に
な
つ
て
し
ま
つ
て
白
米
に
は
な
ら
な
い
。

是
を
玄
米
の
ま
ゝ
碓
で
挽
い
て
粉
に
す
る
。
そ
こ
ま
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
毒

水
を
被
つ
た
の
と
被
ら
な
い
の
と
は
其
處
で
分
か
れ
る
。
毒
水
を
被
ら
な
い
方

の
粉
で
は
、
團
子
を
拵
ら
へ
燒
餅
を
拵
ら
へ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
が
、
毒

水
を
被
つ
た
方
の
は
粉
に
粘
力
が
無
く
な
つ
て
、
團
子
に
も
燒
餅
に
も
な
ら
な

い
。
な
ら
な
け
れ
ば
之
を
捨
て
ゝ
了
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
こ
が
悲
し

い
か
な
、
矢
張
り
味
噌
汁
や
何
か
へ
ぶ
ち
込
ん
で
蕎
麥
掻
の
や
う
に
し
て
喫
べ

る
。
之
を
食
べ
る
に
諸
君
、
毒
と
云
ふ
事
を
知
ら
ず
し
て
喫
べ
る
者
が
大
分
あ

り
ま
す
。
中
に
は
知
つ
て
居
て
も
貧
乏
に
驅
ら
れ
て
之
を
食
ふ
も
の
が
あ
る
。

實
に
ひ
ど
い
有
樣
で
、
其
の
ひ
ど
い
有
樣
の
御
話
を
す
る
の
ぢ
や
な
い
、
此
の

毒
の
這
入
つ
た
水
と
這
入
ら
な
い
水
が
此
に
至
つ
て
分
れ
る
。
又
た
藁
も
然
う

で
ご
ざ
い
ま
す
、
藁
が
一
杯
に
腐
つ
て
了
ふ
。
此
の
鑛
毒
の
這
入
ら
な
い
藁
は

肥
料
に
な
る
、
鑛
毒
の
水
の
這
入
つ
た
藁
は
肥
料
に
な
ら
な
い
。
肥
料
に
な
ら

な
い
の
み
な
ら
ず
之
を
灰
に
焚
い
て
も
殆
ど
番
茶
の
樣
な
も
の
が
出
來
て
少
し

も
灰
の
樣
に
見
へ
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
其
の
鑛
毒
と
鑛
毒
で
無
い
と
云
ふ

事
は
、
能
く
其
土
地
の
者
は
知
つ
て
居
り
ま
す
の
で
、
是
も
一
々
御
覽
に
入
れ

る
譯
に
は
參
り
ま
せ
ぬ
が
（
此
時
實
物
を
示
す
）
、
唯
だ
此
中
で
一
々
御
覽
に

入
れ
る
の
は
忙
し
う
ご
ざ
り
ま
す
か
ら
出
來
ま
せ
ぬ
が
、
鑛
毒
の
這
入
つ
た
腐

れ
藁
を
焚
き
ま
す
る
と
斯
う
云
ふ
灰
が
出
來
る
。
是
は
一
號
よ
り
二
十
號
ま
で

出
品
が
ご
ざ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
是
等
は
養
蠶
に
御
熱
心
の
方
も
多
い
の
で
ご

ざ
い
ま
す
か
ら
御
覽
に
入
れ
ま
す
る
が
、
鑛
毒
の
這
入
つ
た
桑
の
葉
と
鑛
毒
の

這
入
ら
な
い
洪
水
を
被
つ
た
桑
の
葉
で
、
此
鑛
毒
の
這
入
ら
な
い
桑
の
葉
は
申

上
げ
る
ま
で
も
な
い
當
り
前
の
葉
で
、
鑛
毒
の
這
入
つ
た
葉
は
斯
う
云
ふ
色
に

な
る
、
す
つ
ぱ
り
一
目
し
て
明
に
御
分
り
に
な
る
こ
と
で
ご
ざ
り
ま
す
。
又
た

是
等
は
鑛
毒
の
這
入
つ
た
胡
麻
で
す
。
是
は
稻
の
洗
い
た
る
も
の
、
其
他
色
々

御
覽
に
入
れ
ま
す
か
ら
談
話
室
に
於
て
諸
君
の
御
一
覽
を
願
ひ
ま
す
。

　
人
口
の
方
は
ど
う
だ
と
申
し
ま
す
れ
ば
、
家
の
中
に
毒
水
が
這
入
る
分
は
、
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群
馬
栃
木
茨
城
埼
玉
四
縣
で
一
萬
六
千
四
百
七
十
戸
其
人
口
九
萬
八
千
八
百
八

十
人
。
是
れ
は
家
の
中
に
毒
水
が
這
入
つ
た
。
其
外
群
馬
縣
に
於
て
は
桐
生
町

の
新
宿
境
の
両
町
の
や
う
な
處
で
は
井
戸
に
毒
水
が
這
入
る
で
は
無
く
し
て
、

渡
良
瀬
の
水
を
引
い
て
飮
用
水
に
し
て
居
る
、
之
を
合
せ
ま
す
れ
ば
十
一
萬
人

ば
か
り
に
な
る
で
す
が
、
是
は
井
戸
の
數
の
取
調
が
付
き
ま
せ
ぬ
か
ら
今
日
申

し
ま
せ
ぬ
が
、
家
の
中
に
這
入
る
分
だ
け
で
九
萬
八
千
八
百
八
十
人
と
御
記
憶

を
願
ひ
ま
す
。
斯
の
如
き
問
題
を
當
局
者
は
何
故
に
棄
て
置
く
の
で
あ
り
ま
せ

う
。
當
局
者
が
棄
て
置
き
ま
し
て
も
、
他
の
各
省
が
何
故
に
、
租
税
に
關
す
る

事
舟
楫
及
び
教
育
に
關
す
る
事
權
利
に
關
す
る
事
　
　
之
を
當
局
農
商
務
大
臣

に
御
掛
合
に
な
ら
な
い
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
。

　
此
外
鑛
毒
の
害
が
權
利
に
及
ぶ
と
云
ふ
事
を
申
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

是
は
細
か
に
申
す
迄
も
無
い
、
財
産
が
俄
に
亡
く
な
り
、
公
權
が
無
く
な
つ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
其
外
教
育
費
を
出
し
な
が
ら
子
供
を
小
學
校
に
遣
る
こ
と

が
出
來
な
い
と
云
ふ
事
情
　
　
學
校
ど
こ
ろ
で
は
無
い
、
兄
弟
父
子
離
散
、
實

に
如
何
な
る
言
葉
で
申
し
た
な
ら
ば
此
の
慘
憺
の
有
樣
を
訴
へ
る
こ
と
が
出
來

ま
せ
う
か
。
實
に
結
婚
ま
で
害
さ
れ
て
居
る
。
結
婚
ま
で
害
さ
れ
て
居
る
と
云

ふ
の
は
、
斯
の
如
き
鑛
毒
地
方
か
ら
迎
へ
る
者
は
あ
る
と
し
て
も
、
往
く
者
は

無
い
と
云
ふ
侮
辱
を
受
け
、
名
譽
ま
で
害
さ
れ
て
居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
斯
の
如
く
權
利
に
害
が
あ
る
の
で
、
司
法
大
臣
は
少
し
く
ら
ゐ
氣
が
付
き
そ

う
に
思
は
れ
る
が
、
付
か
な
い
。
一
方
は
斯
の
如
く
ヒ
ド
い
目
に
逢
は
し
て
置

い
て
、
一
方
鑛
業
人
の
跋
扈
を
其
儘
に
し
て
置
く
は
何
事
か
。
此
の
鑛
業
人
は

古
河
市
兵
衞
と
申
す
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
さ
か
本
人
の
心
ば
か
り
で
も
ご
ざ

い
ま
す
ま
い
が
、
斯
う
云
ふ
山
師
の
仕
事
に
は
得
て
山
師
が
左
右
に
付
く
も
の

で
、
主
人
の
知
ら
な
い
惡
事
を
澤
山
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
鑛
業
人

一
人
を
攻
め
る
譯
で
は
な
い
が
止
む
を
得
な
い
、
責
任
者
で
あ
る
か
ら
名
を
言

ふ
の
で
。
其
の
手
代
共
が
惡
い
事
を
す
る
、
其
の
跋
扈
と
云
ふ
も
の
は
實
に
ひ

ど
い
。
前
に
も
申
し
た
通
り
、
山
林
を
伐
つ
て
後
を
植
ゑ
ろ
と
云
ふ
に
其
を
植

ゑ
ず
、
三
萬
五
千
町
以
上
の
地
面
を
荒
し
、
人
の
權
利
ま
で
も
奪
ひ
、
十
萬
の

人
を
毒
さ
せ
、
而
し
て
己
が
榮
耀
を
貪
る
の
み
な
ら
ず
、
地
方
の
人
民
が
請
願

し
よ
う
と
す
れ
ば
直
ぐ
地
方
の
縣
官
抔
を
擒
に
し
、
郡
吏
の
如
き
は
殆
ど
古
河

の
奴
隸
で
あ
る
。
斯
樣
な
る
亂
暴
を
働
き
國
を
害
し
人
を
賊
ふ
て
、
其
中
で
獨

り
金
儲
を
し
て
居
る
。
之
を
本
人
が
言
ふ
な
ら
ば
兎
に
角
、
他
の
局
外
の
人
或

は
官
吏
な
ど
と
云
ふ
者
が
、
あ
れ
は
國
の
財
源
で
あ
る
と
唱
へ
る
。
斯
樣
に
山

の
木
を
盜
伐
同
樣
に
伐
り
、
數
萬
人
を
害
し
、
三
萬
人
以
上
の
田
地
を
荒
し
て

置
き
な
が
ら
、
利
益
が
あ
る
か
ら
國
の
財
源
で
あ
る
　
　
何
も
知
ら
ぬ
者
が
言

ふ
な
ら
暫
く
措
く
、
苟
も
物
を
知
つ
て
居
る
者
而
か
も
當
局
の
役
人
共
が
斯
の

如
き
事
を
申
す
と
云
ふ
に
至
て
は
、
實
に
憎
み
て
も
餘
り
あ
る
次
第
。
全
體
斯

の
如
き
こ
と
で
儲
け
る
金
は
利
益
と
言
ふ
も
の
で
は
無
い
。
眞
の
利
益
と
云
ふ

も
の
は
、
正
し
い
道
を
以
て
得
る
所
之
を
利
益
と
言
ふ
、
己
を
制
し
世
を
益
す

る
も
の
を
言
ふ
の
で
、
盜
賊
同
樣
な
る
こ
と
を
し
て
得
る
所
の
金
を
利
益
と
名

付
け
る
事
が
出
來
ま
す
る
か
。
是
は
抑
も
何
と
名
を
付
け
る
も
の
で
あ
る
か
、

掠
奪
と
言
ふ
か
、
贓
物
と
言
ふ
か
、
私
は
名
の
付
け
方
に
苦
む
、
諸
君
は
斯
樣

な
者
を
何
と
呼
ぶ
か
、
御
訴
へ
申
す
、
私
に
は
適
當
の
名
が
見
付
か
り
ま
せ
ぬ
。

　
斯
の
如
く
鑛
業
人
一
人
を
法
律
の
外
に
置
て
我
儘
跋
扈
を
さ
せ
る
と
云
ふ
こ

と
は
、
治
外
法
權
を
内
地
に
拵
へ
て
其
の
執
行
權
を
與
へ
て
置
く
と
同
じ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
外
務
大
臣
司
法
大
臣
と
云
ふ
も
の
は
自
分
で
警
戒
を
加
へ
な
け
れ

ば
な
り
ま
す
ま
い
、
内
地
雜
居
が
行
は
れ
ま
す
時
、
何
を
以
て
外
人
に
我
國
の

法
律
を
遵
奉
さ
せ
る
こ
と
が
出
來
ま
す
か
。
此
外
此
の
銅
山
の
鑛
業
人
が
他
の

一
般
鑛
業
人
の
發
達
を
妨
げ
る
と
云
ふ
こ
と
を
明
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯

樣
な
奴
が
あ
つ
て
は
他
の
鑛
業
者
が
迷
惑
を
す
る
。
何
故
か
と
言
へ
ば
世
問
で
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言
ふ
、
一
體
鑛
業
と
云
ふ
も
の
は
良
く
な
い
も
の
で
、
鑛
毒
は
植
物
衞
生
に
害

が
あ
る
の
み
な
ら
ず
人
心
を
腐
ら
せ
る
、
又
た
國
益
な
ど
ゝ
は
以
て
の
外
で
、

彼
處
は
惡
人
の
製
造
場
だ
、
斯
樣
な
も
の
が
栃
木
群
馬
に
居
る
か
ら
、
銅
山
を

此
外
に
起
さ
れ
て
は
堪
ら
な
い
。
　
　
左
程
害
の
ひ
ど
く
無
い
所
ま
で
も
足
尾

銅
山
の
爲
に
他
の
鑛
業
者
の
名
譽
を
害
し
鑛
業
を
妨
げ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來

る
の
み
な
ら
ず
、
今
既
に
其
處
に
到
つ
て
居
る
。
同
じ
銅
山
で
も
伊
豫
の
別
子

銅
山
の
如
き
、
海
を
距
つ
こ
と
僅
に
八
里
。
栃
木
縣
の
地
理
を
調
べ
な
い
で
は

い
け
ぬ
の
は
其
處
で
す
。
足
尾
銅
山
は
地
圖
で
見
て
も
日
本
の
眞
中
で
あ
る
。

眞
中
だ
か
ら
是
が
平
坦
の
關
東
へ
流
れ
出
す
。
關
東
で
一
番
有
名
で
稠
密
な
桐

生
足
利
と
い
ふ
織
物
産
地
に
此
毒
が
流
れ
て
來
る
、
ど
ち
ら
へ
出
て
も
五
十
里

百
里
と
云
ふ
道
を
經
な
け
れ
ば
海
に
落
ち
な
い
。
剩
へ
平
坦
の
處
へ
出
て
良
田

を
潰
す
。
海
の
端
に
在
る
銅
山
と
山
間
の
溪
流
を
經
て
海
へ
落
ち
る
も
の
と
一

緒
に
な
る
も
の
で
無
い
か
ら
、
初
め
此
に
採
掘
事
業
を
起
す
時
に
能
く
調
査
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
體
此
處
に
採
掘
事
業
を
起
さ
せ
て
製
鑛
所
に
非
常
な
械

械
を
据
付
け
て
亂
暴
す
る
こ
と
を
許
し
た
の
が
、
土
臺
間
違
つ
て
居
る
。

　
斯
の
如
く
迚
も
言
葉
を
以
て
盡
さ
れ
ま
せ
ぬ
が
、
そ
れ
だ
け
の
害
が
あ
る
に
、

何
故
今
日
ま
で
被
害
地
方
の
人
民
は
騷
ぎ
出
さ
な
い
か
、
何
故
に
聲
を
上
げ
て

騷
が
な
い
か
、
騷
ぎ
が
餘
り
に
遲
い
で
は
な
い
か
、
又
今
日
と
な
つ
て
も
聲
が

低
い
で
は
な
い
か
と
云
ふ
疑
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
其
に

就
き
ま
し
て
は
何
處
迄
も
被
害
地
人
民
の
有
樣
を
申
上
げ
て
大
に
之
を
辯
解
し

て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
當
路
の
人
に
も
能
く
之
を
聽
か
し
て
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
被
害
地
の
巡
廻
に
參
つ
て
も
、
古
河
の
番
頭
た
る
郡
長
の
案

内
で
、
害
の
少
な
い
上
ツ
つ
ら
を
見
て
歸
つ
て
來
る
と
云
ふ
樣
な
や
り
方
で
は

迷
惑
す
る
か
ら
、
能
く
實
驗
の
仕
方
も
教
へ
て
置
か
う
と
思
ひ
ま
す
。

　
渡
良
瀬
川
の
下
流
に
あ
る
被
害
地
今
日
の
境
遇
で
は
、
聲
を
出
す
能
は
ざ
る

に
至
つ
て
居
る
。
一
體
此
の
土
地
の
人
民
は
腹
を
立
て
る
と
云
ふ
こ
と
を
知
ら

な
い
人
民
で
、
經
濟
の
頭
と
權
利
と
云
ふ
頭
が
乏
し
く
な
つ
て
居
る
。
何
と
な

れ
ば
百
姓
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
當
り
前
に
田
を
作
り
、
春
耕
し
夏
耘
り
暑
い
土

用
に
田
の
草
を
取
つ
て
、
漸
く
七
八
月
の
頃
稻
の
穗
が
出
る
時
分
に
は
洪
水
が

出
て
、
是
が
一
時
に
水
泡
に
歸
す
る
の
で
あ
る
。
是
は
鑛
毒
の
無
い
前
の
話
で

ご
ざ
い
ま
す
。
鑛
毒
も
何
も
無
く
て
も
、
洪
水
が
出
て
此
一
時
に
一
年
の
勞
を

水
泡
に
歸
し
ま
す
か
ら
し
て
、
自
分
の
家
の
經
濟
の
豫
算
が
常
に
出
來
な
い
。

例
へ
ば
一
町
の
田
を
作
れ
ば
五
十
俵
取
れ
る
六
十
俵
取
れ
る
、
斯
ふ
云
ふ
計
算

を
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
か
ら
豫
算
と
云
ふ
頭
が
無
い
。
權
利
と
云
ふ
方
に
參

り
ま
す
と
、
人
は
勞
を
す
れ
ば
報
酬
を
受
け
る
の
が
權
利
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

一
年
働
い
た
も
の
が
水
泡
に
歸
し
、
是
れ
天
災
な
り
と
言
ふ
て
棄
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
是
れ
が
何
年
と
も
な
く
長
く
其
處
に
住
ん
で
居
る
所
か
ら
し
て
、

皆
之
を
天
災
に
歸
し
て
天
災
と
諦
め
て
居
る
。
腹
を
立
つ
と
云
ふ
こ
と
は
他
の

郷
里
の
人
よ
り
も
少
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
此
の
骨
を
折
つ
た
方
に
は
酬
ひ

が
來
な
い
。
一
方
骨
を
折
ら
ぬ
方
か
ら
酬
ひ
が
來
る
。
何
で
あ
る
か
と
申
し
ま

す
と
、
洪
水
の
爲
に
稻
が
腐
れ
て
し
ま
う
か
ら
米
は
取
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
其

の
代
は
り
肥
料
が
來
る
、
魚
が
多
く
取
れ
る
。
骨
を
折
ら
ぬ
方
か
ら
報
酬
が
來

て
骨
を
折
つ
た
方
が
水
泡
に
な
る
か
ら
、
頭
が
め
つ
ち
や
に
な
つ
て
權
利
も
經

濟
も
何
も
無
い
。
權
利
と
云
ふ
こ
と
を
知
ら
ざ
る
に
非
ず
、
知
つ
て
居
る
が
之

を
天
な
り
と
し
て
棄
て
る
こ
と
が
多
い
。
又
た
經
濟
を
知
ら
ざ
る
に
非
ず
、
知

つ
て
居
る
け
れ
ど
も
豫
算
と
云
ふ
頭
の
乏
し
い
の
は
ど
う
も
據
な
い
、
土
地
の

風
俗
で
あ
り
ま
す
の
で
。
其
上
に
此
鑛
毒
と
云
ふ
も
の
ゝ
來
る
こ
と
を
知
ら
ず

に
居
つ
た
の
が
十
年
　
　
第
一
此
の
鑛
毒
と
云
ふ
も
の
は
、
洪
水
の
時
に
水
の

中
に
這
入
つ
て
來
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
し
て
一
寸
分
か
ら
な
い
。
分
ら
な

い
で
、
當
年
は
稻
の
出
來
が
惡
る
い
、
是
は
虫
の
せ
い
で
あ
ろ
う
、
氣
候
の
せ
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い
で
あ
ろ
う
。
　
　
十
年
經
つ
て
作
物
が
出
來
な
く
な
つ
て
、
是
は
鑛
毒
と
云

ふ
も
の
だ
そ
う
だ
と
云
ふ
こ
と
が
見
付
か
つ
た
時
は
、
最
早
既
に
間
に
合
は
な

い
。

　
尚
ほ
ク
ド
〳
〵
し
い
御
話
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
一
つ
申
し
て
置
く
こ
と

が
あ
る
。
洪
水
は
恐
る
べ
き
で
あ
る
が
肥
料
が
來
る
魚
が
來
る
、
或
場
合
、
鑛

毒
の
無
い
前
に
は
洪
水
を
歡
迎
し
た
位
で
あ
る
、
即
ち
天
災
を
歡
迎
す
る
と
云

ふ
場
合
が
あ
つ
た
。
洪
水
が
來
て
米
も
取
れ
な
い
が
魚
も
取
れ
な
い
、
双
方
と

も
取
れ
な
く
な
つ
た
の
は
鑛
毒
の
爲
で
あ
る
。
鑛
毒
と
云
ふ
も
の
を
知
ら
ず
に

居
る
事
が
十
年
で
、
其
間
鑛
毒
が
諦
め
の
可
い
天
災
の
中
に
這
入
つ
て
歡
迎
を

受
け
る
。
天
災
の
中
に
鑛
毒
が
混
つ
て
來
る
か
ら
、
十
年
ば
か
り
と
云
ふ
も
の

知
ら
ず
に
居
つ
た
是
れ
が
一
つ
。
愈
々
是
を
知
つ
て
、
さ
て
問
題
が
六
ヶ
し
い
、

化
學
衞
生
權
利
經
濟
國
家
政
治
社
會
　
　
斯
樣
な
色
々
な
も
の
を
一
通
り
心
得

な
け
れ
ば
、
此
事
に
就
て
聲
を
立
て
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
云
ふ
問
題
で
あ
る
。

此
被
害
地
の
人
に
取
て
は
實
に
至
難
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
次
に
費
用
の
出
所

で
あ
り
ま
す
。
鑛
毒
を
知
つ
て
も
、
請
願
を
す
る
と
か
何
を
す
る
と
か
云
ふ
運

動
費
の
出
場
が
無
い
。
町
村
の
自
治
と
云
ふ
も
の
が
も
そ
つ
と
發
達
し
て
居
り

ま
す
な
ら
ば
、
是
は
無
論
町
村
會
で
議
決
し
て
や
る
べ
き
も
の
と
決
ま
つ
て
居

り
ま
す
が
、
悲
し
い
哉
此
の
沿
岸
の
町
村
は
他
の
町
村
に
比
べ
て
幾
ら
か
智
識

が
劣
つ
て
居
る
も
の
と
見
へ
、
之
を
矢
張
被
害
民
に
押
付
け
る
。
被
害
人
は
災

難
を
受
け
た
上
に
費
用
の
出
所
が
無
い
か
ら
涙
を
呑
ん
で
默
つ
て
居
た
の
で
、

今
日
で
は
皆
之
を
町
村
費
で
議
決
し
て
出
す
や
う
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

其
間
ど
う
す
る
こ
と
も
出
來
ず
に
居
た
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
政
府
と
云
ふ
も
の
は
ど
う
で
あ
る
か
。
先
づ
地
方
官
の
事
か
ら

御
話
を
し
ま
す
。
　
　
（
此
時
吉
本
榮
吉
演
壇
に
趣
き
て
田
中
に
私
語
す
）
　

　
豫
ね
て
前
に
も
申
上
げ
て
置
き
ま
し
た
通
り
、
嘸
ぞ
御
迷
惑
で
ご
ざ
い
ま
せ

う
け
れ
ど
も
、
何
卒
當
年
の
如
く
御
休
の
多
い
年
柄
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
幸

に
此
の
被
害
者
を
御
救
ひ
下
さ
る
御
思
召
が
ご
ざ
い
ま
す
な
ら
ば
、
今
暫
く
御

清
聽
を
願
ひ
た
う
存
じ
ま
す
。
　
　
偖
て
地
方
の
役
所
で
は
、
或
は
天
然
痘
が

流
行
つ
て
來
た
と
云
ふ
て
大
騷
ぎ
を
す
る
、
是
は
大
騷
ぎ
を
や
る
の
が
宜
い
。

又
た
桑
木
の
植
方
其
他
蠶
種
に
至
て
は
微
粒
子
の
取
調
種
々
な
る
事
に
力
を
盡

す
に
似
合
は
ず
、
此
の
鑛
毒
と
云
ふ
も
の
に
至
て
は
知
ら
ざ
る
如
く
で
あ
る
。

十
萬
人
の
毒
食
す
る
者
が
あ
つ
て
も
、
是
に
一
片
の
令
達
も
出
な
い
。
唯
だ
明

治
十
四
年
に
早
く
も
渡
良
瀬
川
の
魚
を
食
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
を
、
當

時
の
栃
木
縣
令
藤
川
爲
親
と
云
ふ
人
が
令
達
を
出
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
十
四

年
に
藤
川
縣
令
が
未
だ
正
直
な
る
時
代
に
斯
樣
な
令
達
を
出
し
た
の
に
、
今
日

は
、
昨
年
の
洪
水
で
十
萬
以
上
の
人
が
毒
殺
さ
れ
る
の
に
、
何
一
つ
鑛
毒
と
云

ふ
こ
と
を
言
つ
て
な
い
。
此
方
か
ら
忠
告
し
て
も
爲
な
い
。
文
字
に
書
い
て
は

な
ら
な
い
、
書
く
と
氣
が
付
く
か
ら
差
止
め
る
。
斯
樣
な
慘
酷
な
る
事
で
、
栃

木
群
馬
二
縣
の
人
々
は
鑛
毒
と
云
ふ
こ
と
を
言
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
云
ふ
位
に
、

郡
吏
や
縣
官
か
ら
非
道
な
取
扱
を
受
け
て
居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
然
ら
ば
何

も
彼
も
構
は
ず
打
捨
て
お
く
か
と
云
ふ
に
、
一
方
郡
吏
が
東
西
に
奔
走
し
て
色

々
干
渉
手
段
を
廻
ら
し
て
途
方
も
無
い
惡
事
ば
か
り
働
い
て
居
る
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
で
人
民
に
聲
を
立
て
る
こ
と
が
出
來
ま
す
る
か
。
斯
樣
に
私
が
御

話
を
致
し
ま
し
て
も
、
若
し
實
際
毒
が
ひ
ど
い
な
ら
ば
人
民
は
既
に
竹
槍
蓆
旗

に
も
及
び
そ
う
な
も
の
で
あ
る
、
蓑
笠
を
着
け
て
御
門
訴
を
し
そ
う
な
も
の
で

あ
る
と
思
召
し
ま
せ
う
け
れ
ど
も
、
其
れ
が
色
々
な
事
情
に
依
り
、
或
は
縣
官

郡
吏
を
擒
に
し
、
或
は
地
方
で
有
名
な
者
を
擒
に
し
て
壓
制
を
致
し
ま
す
る
と

云
ふ
次
第
な
の
で
、
是
は
栃
木
群
馬
の
被
害
人
民
ば
か
り
で
は
無
い
、
隨
分
中

等
以
上
の
人
間
も
五
十
人
三
十
人
の
團
體
が
ご
ざ
い
ま
し
て
も
、
其
の
頭
の
方

を
二
三
人
買
收
さ
れ
る
と
、
あ
と
は
お
と
な
し
く
な
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
先
づ
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帝
國
議
會
の
中
に
は
居
り
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
議
會
の
門
を
出
る
と
然
う
云
ふ

こ
と
が
ど
う
も
行
は
れ
て
居
る
。
側
か
ら
見
て
居
る
と
如
何
に
も
人
間
の
頭
で

は
考
の
付
か
な
い
こ
と
が
幾
ら
も
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
此
の
被
害
人
民
中
の
悧

巧
さ
う
な
者
を
捕
へ
て
し
ま
へ
ば
、
あ
と
は
聲
の
立
た
な
い
と
云
ふ
は
極
つ
た

話
。
斯
の
如
き
事
は
申
し
た
く
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
被
害
人
民
の
爲

に
之
を
辯
解
す
る
が
爲
に
は
少
し
く
申
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
又
た
も
一
つ
は
、
有
形
的
の
も
の
は
能
く
人
が
氣
付
く
、
然
れ
共
無
形
の
も

の
に
至
て
は
如
何
に
も
氣
の
付
き
方
が
遲
か
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
氣
の

付
い
た
時
に
は
も
う
事
が
過
ぎ
て
居
た
。
彼
の
岐
阜
愛
知
の
震
災
の
如
き
、
三

陸
の
海
嘯
の
如
き
、
噴
火
山
爆
發
の
如
き
は
、
大
抵
な
馬
鹿
で
も
是
れ
は
分
か

る
。
大
臣
や
何
か
も
飛
ん
で
行
く
、
技
師
も
飛
ん
で
行
く
。
所
が
此
の
鑛
毒
と

云
ふ
問
題
は
ジ
ミ
な
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
世
間
で
知
ら
な
い
。
世
間
で
知

ら
な
い
は
據
な
い
が
、
農
商
務
省
が
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
是
を
取
締

る
べ
き
所
の
人
達
が
是
を
知
ら
ぬ
と
云
ふ
に
至
て
は
如
何
な
る
事
で
あ
る
か
。

先
づ
當
り
前
の
人
間
に
は
判
斷
が
六
つ
か
し
い
。
尚
ほ
進
ん
で
申
し
ま
す
な
ら

ば
、
彼
の
岐
阜
愛
知
の
震
災
、
ま
た
三
陸
の
海
嘯
各
府
縣
の
洪
水
は
實
に
慘
憺

た
る
有
樣
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
天
災
で
あ
る
。
此
の
天
災
と
云
ふ
も
の

す
ら
政
府
は
是
を
處
置
す
る
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
此
の
鑛
毒
事
件
は
天
災
に
加

ふ
る
に
人
爲
の
加
害
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
人
爲
の
害
は
人
爲
で
醫
す
る
と

云
ふ
こ
と
は
決
ま
つ
て
居
る
。
此
の
決
ま
つ
た
事
を
し
な
い
。
分
ら
な
い
話
で

あ
る
。
分
ら
な
い
筈
だ
、
人
爲
で
害
を
與
へ
た
事
を
、
又
た
人
爲
を
以
て
之
を

掩
ふ
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
地
震
の
如
き
天
災
は
人
爲
を
以
て
押
へ
る
こ

と
は
出
來
ぬ
が
、
鑛
毒
の
や
う
な
人
爲
で
加
へ
た
毒
で
あ
る
か
ら
、
又
人
爲
を

以
て
、
「
毒
は
無
い
。
」
「
毒
は
薄
い
。
」
請
願
人
が
ワ
イ
〳
〵
言
ふ
の
は
皆

な
洪
水
を
幸
に
し
て
、
あ
れ
も
鑛
毒
是
も
鑛
毒
と
、
洪
水
の
害
を
鑛
毒
へ
引
き

付
け
る
の
だ
な
ど
言
ひ
譯
す
る
。
山
師
が
金
を
撒
き
散
し
て
働
け
ば
、
何
分
樣

子
を
知
ら
な
い
人
達
は
、
先
き
に
聞
い
た
方
を
御
尤
に
思
ふ
の
は
無
理
の
な
い

話
で
あ
る
。
此
の
樣
子
を
知
ら
ぬ
諸
君
が
反
對
の
議
論
を
御
信
じ
に
な
る
の
は

據
な
い
事
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
是
を
取
締
る
べ
き
所
の
役
所
が
被
害
地
の
人

民
よ
り
も
譯
が
分
ら
な
い
、
被
害
地
の
人
民
が
卑
屈
で
今
日
ま
で
聲
を
立
て
ぬ

と
言
ふ
よ
り
は
、
農
商
務
の
官
吏
等
が
聲
を
立
て
ぬ
と
云
ふ
の
は
、
幾
百
倍
の

卑
屈
と
云
ふ
べ
き
か
、
無
學
と
云
ふ
べ
き
か
、
實
に
此
の
農
商
務
の
官
吏
に
向

て
言
ふ
言
葉
を
知
ら
ぬ
の
で
あ
る
　
　
何
と
言
ふ
た
ら
形
容
し
盡
く
せ
る
か
、

ま
さ
か
に
蛆
蟲
と
も
言
へ
ず
、
馬
鹿
野
郎
と
も
言
へ
ぬ
、
何
と
云
ふ
名
を
付
け

た
ら
宜
い
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
。

　
諸
君
御
覽
な
さ
い
。
關
東
の
地
面
は
平
坦
で
地
が
廣
い
、
實
に
目
を
遮
る
も

の
が
無
い
。
此
の
沃
野
の
良
田
數
十
里
と
云
ふ
も
の
が
害
さ
れ
て
、
之
を
救
ふ

も
の
が
今
日
政
府
の
中
に
無
い
と
云
ふ
に
至
て
は
、
如
何
で
ご
ざ
い
ま
す
。
諸

君
が
常
に
忌
む
所
の
藩
閥
政
府
は
、
此
良
田
を
し
て
沙
漠
た
ら
し
め
た
の
で
あ

る
、
沙
漠
と
な
し
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る
。
此
の
綺
麗
な
田
畑
淳
朴
な
人
民
を
、

或
は
傷
害
し
或
は
毒
殺
す
る
と
云
ふ
の
は
藩
閥
政
府
の
や
り
方
で
、
藩
閥
政
府

が
東
北
の
人
士
を
取
扱
ふ
こ
と
斯
の
如
く
殘
酷
で
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
如

何
と
も
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
有
樣
に
し
て
置
い
て
、
質
問
書
が
出
た
な
ら
ば
相

當
の
答
辯
を
し
て
見
る
が
宜
し
い
。
ど
う
云
ふ
答
辯
が
出
來
る
か
　
　
或
は
是

か
ら
學
者
を
頼
ん
で
機
械
を
買
入
れ
て
毒
を
流
さ
ぬ
や
う
に
す
る
。
　
　
テ
ー

ブ
ル
上
の
議
論
も
大
抵
に
す
る
が
宜
い
。
人
を
殺
し
て
置
い
て
、
是
か
ら
醫
學

の
研
究
を
す
る
　
　
そ
ん
な
答
辯
な
ら
ば
御
よ
し
な
さ
る
が
宜
し
い
。
是
か
ら

廿
四
年
の
質
問
に
就
て
、
今
日
ま
で
政
府
が
嘘
を
吐
い
た
と
云
ふ
御
話
を
致
し

て
止
む
の
で
あ
り
ま
す
。

　
鑛
毒
と
政
治
の
關
係
　
　
歴
代
の
政
府
が
此
銅
山
に
對
し
て
は
無
政
府
の
有
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樣
で
あ
る
、
古
河
市
兵
衞
に
對
し
て
は
一
言
も
無
い
と
云
ふ
政
府
で
あ
る
。
從

來
の
大
臣
が
議
院
に
對
し
て
詐
り
の
答
辯
を
し
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
明
治
廿
四

年
十
二
月
本
員
等
の
質
問
に
對
す
る
答
辯
は
、
以
來
毒
を
流
さ
ぬ
や
う
に
機
械

を
据
付
け
て
其
れ
〳
〵
準
備
し
て
居
る
、
學
者
も
是
ま
で
掛
つ
て
心
配
し
て
居

る
と
云
ふ
や
う
な
答
辯
で
あ
り
ま
し
た
。
其
年
は
議
會
が
解
散
さ
れ
て
、
二
十

五
年
に
第
二
回
の
質
問
を
致
し
ま
し
た
所
が
、
其
時
の
答
辯
も
亦
た
粉
鑛
採
聚

器
と
云
ふ
も
の
を
据
付
け
、
是
か
ら
先
き
は
決
し
て
毒
を
流
さ
ぬ
や
う
に
す
る

と
立
派
に
答
辯
が
出
て
居
る
け
れ
共
、
そ
れ
が
徹
頭
徹
尾
や
る
と
云
ふ
の
誠
意

が
無
い
か
ら
、
第
三
囘
の
質
問
を
出
し
ま
す
る
と
、
第
三
囘
目
に
は
是
等
の
答

辯
を
出
さ
ず
に
地
方
官
に
内
命
を
下
し
て
、
地
方
の
縣
令
が
被
害
人
と
古
河
と

の
間
に
這
入
つ
て
仲
裁
を
試
み
た
。
縣
令
た
る
も
の
が
、
此
の
公
益
に
害
が
あ

り
衞
生
に
害
が
あ
る
と
云
ふ
も
の
を
金
圓
を
以
て
扱
ひ
を
す
る
。
其
の
扱
を
す

る
言
葉
に
、
又
々
粉
鑛
採
聚
器
と
云
ふ
機
械
を
据
付
け
て
毒
は
必
ず
流
さ
な
い

か
ら
是
で
承
知
し
ろ
、
其
代
り
諸
君
に
も
幾
ら
か
既
往
の
損
害
も
あ
る
こ
と
で

あ
る
か
ら
是
は
不
充
分
な
が
ら
取
つ
て
呉
れ
ろ
と
言
ふ
か
ら
、
地
方
の
人
民
は

皆
な
知
事
の
申
す
こ
と
で
あ
る
か
ら
之
を
信
じ
て
、
欺
か
れ
て
幾
ら
か
の
金
を

取
つ
た
。
そ
う
し
て
以
來
毒
は
流
れ
て
來
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
私
共

の
知
事
は
有
難
い
事
で
あ
る
と
言
つ
て
知
事
に
禮
状
を
發
し
た
位
で
あ
る
。
其

の
世
話
役
を
し
た
縣
會
議
員
抔
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
是
は
未
だ
能
く
鑛
毒

の
事
を
知
ら
ぬ
の
で
あ
つ
た
。
職
の
あ
る
者
が
斯
う
云
ふ
事
を
や
る
と
云
ふ
は

惡
る
い
け
れ
ど
も
、
是
は
知
ら
ぬ
で
や
つ
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
敢
て
彼
此
言
ふ

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
が
、
知
事
た
る
者
が
内
務
省
の
内
命
を
受
け
る
と
か
何
か

な
け
れ
ば
ソ
ン
な
亂
暴
な
こ
と
を
や
る
だ
け
の
度
胸
を
持
つ
て
居
る
も
の
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
か
ら
、
即
ち
議
會
に
於
て
鑛
毒
を
流
さ
ぬ
と
云
ふ
こ
と
を
二
度

ま
で
答
辯
し
て
、
そ
れ
で
三
度
目
の
答
辯
が
出
來
な
い
か
ら
、
地
方
の
知
事
を

頼
ん
で
仲
裁
し
た
と
云
ふ
や
う
な
曖
昧
し
た
答
辯
が
出
た
位
で
ご
ざ
い
ま
す
る

が
、
其
時
に
は
農
科
大
學
の
試
驗
の
成
績
を
以
て
第
二
囘
の
質
問
を
致
し
ま
し

た
か
ら
、
鑛
毒
が
無
い
と
云
ふ
こ
と
は
言
へ
な
く
な
つ
た
、
鑛
毒
は
あ
る
に
相

違
な
い
け
れ
ど
も
未
だ
鑛
業
を
停
止
す
る
だ
け
の
程
度
に
至
ら
ぬ
か
ら
、
是
の

場
合
粉
鑛
採
聚
器
を
据
付
け
て
是
か
ら
先
き
毒
を
少
し
も
流
さ
ぬ
や
う
に
す
る

と
云
ふ
答
辯
を
致
し
た
。
そ
れ
で
續
い
て
知
事
を
以
て
地
方
を
瞞
着
し
、
瞞
着

す
る
の
み
な
ら
ず
欺
い
て
居
る
。

　
明
治
廿
六
年
に
、
ど
う
も
粉
鑛
採
聚
器
と
云
ふ
も
の
は
效
力
の
無
さ
そ
う
な

も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
質
問
を
致
さ
う
と
思
つ
て
居
る
と
、
議
會
が
解
散
に

な
つ
た
。
廿
七
年
に
質
問
し
よ
う
と
思
ふ
と
、
又
解
散
に
な
つ
た
。
其
中
に
日

清
戰
爭
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
此
の
場
合
は
質
問
ど
こ
ろ
か
意
を
枉
げ
て
之
を

控
へ
て
國
の
一
致
團
結
を
圖
り
、
外
國
に
對
し
て
兄
弟
牆
に
せ
め
ぐ
こ
と
を
ば

見
せ
ぬ
や
う
に
し
た
の
が
、
當
時
の
精
神
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
廿
七
八
年
は

質
問
は
し
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
丁
度
伊
藤
内
閣
の
時
に
は
質
問
し
な
い
で
、

今
の
内
閣
に
至
つ
て
質
問
す
る
や
う
な
場
合
に
な
つ
て
來
た
。
然
る
に
廿
七
年

の
洪
水
の
毒
が
來
た
か
ら
、
そ
こ
で
鑛
業
者
は
驚
い
て
、
廿
七
年
十
一
月
か
ら

郡
吏
を
派
遣
し
て
地
方
の
人
民
を
騙
か
し
始
め
た
。
其
瞞
着
の
仕
方
と
云
ふ
も

の
は
、
郡
吏
と
云
ふ
も
の
が
色
々
考
え
た
末
、
郡
長
の
内
命
だ
と
か
或
は
郡
長

の
代
理
だ
と
か
言
ふ
て
は
出
張
し
、
人
民
を
呼
び
上
げ
て
、
一
段
歩
に
付
き
二

圓
若
く
は
一
圓
の
金
を
呉
れ
る
か
ら
永
世
苦
情
を
言
は
ぬ
と
云
ふ
書
付
に
判
を

捺
せ
。
　
　
一
體
此
の
欺
き
方
が
色
々
で
、
嚇
す
の
も
あ
る
し
賺
す
の
も
あ
る
。

或
は
虚
言
を
吐
き
、
足
尾
銅
山
と
云
ふ
も
の
は
最
早
鑛
脈
が
絶
へ
て
一
年
位
し

か
持
た
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
今
ま
一
圓
で
も
二
圓
で
も
取
れ
ば
取
り
徳
だ
、

五
十
錢
で
も
取
り
徳
だ
、
是
れ
は
貴
樣
に
だ
け
内
證
で
話
す
の
だ
が
と
云
ふ
樣

な
事
を
言
ふ
。
此
話
が
漏
れ
て
傳
は
る
か
ら
、
五
十
錢
で
も
三
十
錢
で
も
取
り

15



徳
と
云
ふ
競
爭
で
、
彼
の
永
世
苦
情
を
言
は
ぬ
と
云
ふ
書
付
を
、
五
圓
以
下
一

圓
か
ら
二
十
五
錢
甚
し
き
は
七
錢
五
錢
、
唯
だ
五
錢
取
つ
て
永
世
苦
情
を
言
は

ぬ
と
云
ふ
判
を
捺
し
た
。
群
馬
縣
邑
樂
郡
海
老
瀬
村
な
ど
は
一
村
皆
な
然
う
で

あ
る
、
一
番
多
い
の
が
二
十
五
錢
で
あ
る
。

　
斯
樣
な
譯
で
、
色
々
な
手
段
を
以
て
欺
い
て
、
金
を
遣
つ
て
書
付
を
取
つ
た

か
ら
是
で
苦
情
は
無
い
も
の
で
あ
る
、
是
は
鑛
毒
地
の
半
分
以
上
を
占
め
て
居

る
抔
と
云
ふ
こ
と
を
、
今
日
申
し
て
居
る
連
中
が
あ
る
。
彼
の
惡
漢
無
頼
の
輩

な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
郡
吏
な
ど
が
斯
樣
な
こ
と
を
や
つ
た
と
云
ふ
こ
と
に
就

き
ま
し
て
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
日
清
戰
爭
平
和
の
後
二
十
九
年
に

質
問
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
此
處
だ
け
質
問
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
是
に

も
亦
た
農
商
務
大
臣
は
答
辯
し
な
い
。
近
頃
聞
く
所
に
よ
る
と
、
群
馬
縣
新
田

郡
の
郡
吏
中
某
と
云
ふ
も
の
は
灌
漑
用
水
か
何
か
で
、
近
頃
鑛
業
停
止
の
請
願

書
が
大
分
出
る
さ
う
だ
か
ら
古
河
市
兵
衞
に
掛
合
へ
ば
必
ず
金
が
取
れ
る
、
金

を
取
る
の
は
此
處
だ
と
言
ふ
て
騷
ぎ
立
て
、
郡
吏
の
先
立
で
、
古
河
市
兵
衞
か

ら
一
萬
圓
内
外
の
金
を
取
つ
て
被
害
人
民
を
胡
麻
化
そ
う
と
し
た
が
、
然
う
馬

鹿
に
さ
れ
る
人
民
許
り
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
か
ら
、
昨
今
反
對
の
大
騷
が
あ
る

と
云
ふ
話
で
あ
る
。
兎
に
角
郡
吏
と
云
ふ
者
の
遣
り
方
が
此
の
通
り
だ
。
内
務

大
臣
と
云
ふ
も
の
は
是
に
就
て
、
何
故
己
の
本
領
を
固
め
て
農
商
務
大
臣
に
御

掛
合
は
無
い
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
甚
し
き
は
此
の
廿
七
年
の
十
一
月
の
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。
十
一
月
は
未
だ
日
清
戰
爭
中
、
海
城
邊
の
戰
爭
の
時
分
で
、
兵

隊
は
寒
い
所
で
凍
へ
て
死
ぬ
、
兵
糧
衣
服
は
不
十
分
と
云
ふ
こ
と
を
訴
へ
て
居

る
折
柄
、
此
の
鑛
毒
被
害
地
か
ら
も
壯
丁
が
繰
出
し
て
戰
場
へ
出
て
居
る
、
此

の
壯
丁
の
居
な
い
時
を
附
け
込
ん
で
老
若
男
女
を
脅
か
し
騙
し
て
印
を
取
つ
た

と
云
ふ
こ
と
は
、
如
何
に
金
が
欲
し
く
て
す
る
と
云
ふ
て
も
、
苟
も
役
人
と
云

ふ
肩
書
を
持
つ
て
居
る
奴
が
、
古
河
市
兵
衞
の
奴
隸
に
な
る
と
は
怪
し
か
ら
ぬ

こ
と
で
、
此
の
人
間
が
今
日
に
至
て
未
だ
郡
吏
だ
と
か
何
だ
と
か
云
ふ
こ
と
を

し
て
居
る
と
云
ふ
に
至
て
は
、
日
本
政
府
無
し
　
　
政
府
が
あ
る
な
ら
ば
斯
樣

な
奴
は
嚴
重
な
る
御
處
分
が
あ
つ
て
宜
し
か
ろ
う
と
思
ふ
。
そ
れ
で
一
圓
渡
す

二
圓
渡
す
か
ら
是
へ
判
を
捺
せ
と
迫
る
。
其
を
承
知
し
て
判
を
捺
す
奴
は
村
中

で
一
人
か
二
人
し
か
無
い
。
拒
ん
で
金
を
取
ら
ぬ
判
を
捺
さ
ぬ
と
云
ふ
者
に
は
、

壯
士
を
差
向
け
る
、
無
頼
漢
に
酒
を
飮
ま
し
て
、
「
貴
樣
が
金
を
取
ら
ぬ
か
ら

外
の
人
も
取
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
」
と
言
ふ
て
脅
か
す
又
た
撲
ぐ
る
。
斯
う
云

ふ
次
第
で
外
へ
出
る
こ
と
が
出
來
な
い
、
而
し
て
是
を
撲
ち
打
擲
し
た
の
が
あ

る
。
暗
夜
で
ご
ざ
い
ま
し
た
か
ら
何
者
か
を
認
め
な
か
つ
た
の
は
殘
念
だ
が
、

駐
在
巡
査
が
立
會
つ
て
創
所
の
模
樣
を
は
ツ
き
り
調
査
に
な
つ
た
。
其
の
毆
ぐ

ら
れ
た
方
の
名
前
は
申
し
ま
せ
う
、
是
は
栃
木
縣
足
利
郡
吾
妻
村
字
羽
田
の
横

塚
吉
五
郎
と
申
す
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。
偶
々
正
直
な
者
が
あ
れ
ば
是
は
撲
ぐ
る
。

　
群
馬
縣
新
田
郡
と
云
ふ
處
に
金
山
と
云
ふ
が
あ
る
、
栃
木
縣
に
唐
澤
山
と
云

ふ
が
あ
る
、
此
處
に
は
菌
が
出
る
の
で
、
年
々
秋
に
な
れ
ば
尊
き
あ
た
り
の
菌

狩
に
御
出
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
而
し
て
其
麓
の
村
々
に
は
鑛
毒
が
あ
る
。
明

治
十
四
年
の
頃
北
越
御
巡
幸
の
際
に
は
、
鰥
寡
孤
獨
を
始
め
忠
臣
義
僕
そ
れ
／

″
＼
御
賞
與
の
御
扱
が
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
爾
來
御
聖
徳
益
々
盛
に
ま
し
ま

す
の
に
、
其
麓
の
村
々
の
鑛
毒
の
あ
る
處
に
案
内
を
し
て
來
る
人
が
あ
る
。
如

何
な
る
人
が
御
案
内
を
申
す
の
で
あ
る
か
。
幸
ひ
日
本
の
臣
民
は
忠
直
で
、
有

難
い
御
方
の
御
出
に
な
る
の
だ
か
ら
道
普
請
を
始
め
色
々
心
を
用
ひ
る
、
宮
中

を
御
怨
み
申
す
者
は
一
人
も
無
い
。
然
る
に
此
の
如
き
場
所
に
往
つ
て
、
鑛
毒

を
除
く
こ
と
の
出
來
な
い
麓
の
、
顏
の
瘠
せ
て
居
る
人
民
の
所
に
菌
狩
の
御
案

内
を
す
る
に
至
て
は
、
實
に
左
右
の
者
共
に
於
て
も
綺
麗
な
奴
ば
か
り
居
る
と

云
ふ
譯
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
。
諸
君
、
是
は
皇
室
の
御
爲
に
諸
君
に
御
訴

へ
申
し
て
置
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
又
た
今
日
の
内
閣
大
臣
諸
君
に
も
以
後
の
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所
は
十
分
御
警
戒
あ
つ
て
然
る
べ
き
事
と
存
じ
ま
す
か
ら
し
て
能
く
御
記
憶
御

注
意
な
さ
る
が
宜
し
い
。

　
吾
々
が
初
め
鑛
毒
の
事
に
就
て
政
府
に
忠
告
を
致
し
質
問
を
致
し
た
の
は
廿

四
年
で
、
其
時
の
鑛
毒
地
は
千
六
百
餘
町
歩
。
然
る
に
彼
れ
の
此
れ
の
と
遁
辭

を
構
へ
、
或
は
學
者
の
力
に
依
て
鑛
毒
を
無
く
す
る
と
か
、
或
は
機
械
の
發
明

に
依
て
鑛
毒
を
流
さ
な
い
と
か
、
三
度
ま
で
嘘
を
吐
い
て
、
其
中
に
今
日
は
三

萬
餘
町
の
廣
さ
に
及
ん
だ
。
是
で
も
未
だ
何
か
學
者
の
力
を
藉
り
る
と
か
機
械

を
据
付
け
て
毒
を
流
さ
ぬ
樣
に
す
る
と
云
ふ
や
う
な
頭
を
持
つ
て
居
る
も
の
と

見
へ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
質
問
書
の
出
な
い
前
何
故
に
鑛
業
を
停
止
し
て
し
ま
は

な
い
か
。
吾
々
の
質
問
は
、
發
い
て
以
て
快
と
す
る
に
非
ず
、
事
實
が
已
む
こ

と
を
得
な
い
か
ら
之
を
訴
へ
る
の
で
あ
る
。
最
早
議
會
も
六
十
日
以
上
經
つ
た

今
日
に
な
つ
て
質
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
す
る
の
で
、
敢
て
好
ん
で
す
る

質
問
で
も
無
い
の
に
、
何
故
今
日
ま
で
之
を
停
止
し
な
い
の
で
あ
る
か
、
何
か

答
辯
が
出
來
る
つ
も
り
で
居
る
の
か
。
そ
れ
と
も
地
方
の
無
頼
漢
或
は
郡
吏
等

を
頼
ん
で
拇
印
を
取
れ
ば
其
れ
で
用
が
濟
ん
だ
と
思
ふ
て
居
る
の
か
。
被
害
人

民
を
悉
く
欺
き
お
ほ
せ
て
も
國
家
は
承
知
し
な
い
。
被
害
人
民
が
悉
く
二
十
錢

三
十
錢
の
金
で
誑
か
さ
れ
て
判
を
捺
し
て
も
、
そ
ん
な
事
は
國
家
は
知
ら
ぬ
、

國
家
が
承
知
し
な
い
。
國
家
は
大
體
に
立
つ
て
利
害
の
比
較
を
見
、
人
民
の
權

利
を
何
處
ま
で
も
保
護
す
る
の
で
あ
る
、
政
府
が
保
護
し
な
け
れ
ば
吾
々
が
保

護
す
る
の
で
あ
る
。
政
府
は
帝
國
憲
法
に
、
「
日
本
臣
民
は
所
有
權
を
侵
さ
る
ゝ

事
な
し
。
」
と
明
記
し
あ
る
こ
と
を
知
れ
る
乎
。
鑛
業
條
例
に
は
、
「
試
掘
の

事
業
公
益
に
害
あ
る
時
は
所
轄
鑛
山
監
督
署
長
、
採
掘
に
就
て
は
農
商
務
大
臣
、

既
に
與
へ
た
る
認
可
若
く
は
特
許
を
取
消
す
事
を
得
。
」
と
あ
る
。
是
だ
け
の

公
益
を
保
護
し
臣
民
を
保
護
す
る
所
の
憲
法
々
律
が
顯
著
な
る
に
も
拘
ら
ず
、

此
の
人
民
を
保
護
し
な
い
。
人
民
を
保
護
し
な
け
れ
ば
、
人
民
は
法
律
を
守
る

義
務
が
無
い
。
法
律
を
守
る
義
務
が
無
い
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
政
府
か
ら
強
て

無
罪
な
る
人
民
に
法
律
を
守
る
こ
と
の
出
來
な
い
樣
な
事
を
仕
向
け
て
居
る
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
斯
樣
な
譯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
政
府
が
法
律
を
以
て
人
民
を
保

護
し
な
い
、
公
益
を
保
護
し
な
い
。
人
民
は
法
律
を
守
る
の
義
務
が
無
い
、
又

た
義
務
な
か
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
故
に
本
員
等
は
議
院
法
に
依
て
質
問
を
致

し
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
臣
は
帝
國
憲
法
第
五
十
五
條
に
依
り
責
任
を

以
て
大
臣
ら
し
き
御
快
答
あ
ら
ん
こ
と
を
望
む
の
で
あ
る
。
皆
樣
に
長
く
御
迷

惑
を
掛
け
ま
し
た
こ
と
を
御
詫
び
致
し
ま
す
。
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